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霧
島
で

働
く
。

昨年、霧島市地方創生総合戦略を策定する際の調査で、

市内の大学・専門学校生の約９割が就職のため、市外に転出していることが判りました。

若い労働力の流出はまちの活力や経済に大きな影響を与えるため、

市民全体に関係する問題といえます。

一方で、平成26年に実施した内閣府の世論調査では、

10年間で田舎で暮らしたい人の割合が32％と11％も増え、

霧島市にも全国から大勢の人が移住してきています。

人の移動を大きく左右する要因の一つが「働く環境」です。

今回は霧島市で働く人がこのまちを選んだ理由を探り、

そこからここで働きたい人をもっと増やすためには、何が必要なのかを考えてみます。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
市
場
デ
ー
タ

や
分
析
結
果
を
企
業
へ
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
世
界
展
開
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
日
本
支
社
代

表
と
し
て
働
い
て
い
た
桑
水
悠ゆ

う

治じ

さ
ん（
35
）。

昨
年
５
月
、
東
京
で
の
仕
事
を
辞
め
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
な
り
、
市
の
移
住
定
住
補
助
金
を

活
用
し
て
、
霧
島
田
口
の
古
民
家
に
家
族
４

人
で
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
都
会
を
離
れ
た

き
っ
か
け
は
、
多
忙
な
生
活
と
仕
事
に
対
す

る
心
の
変
化
で
し
た
。

「
海
外
へ
出
張
す
る
仕
事
が
多
く
と
て
も

面
白
い
日
々
で
し
た
が
、
忙
し
過
ぎ
ま
し
た
。

温
泉
に
も
っ
と
入
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
電

車
で
の
通
勤
時
間
を
温
泉
に
浸
か
る
時
間
に

変
え
た
方
が
良
い
仕
事
が
で
き
、『
生
活
』

の
質
も
上
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

方
に
は
Ｉ
Ｔ
関
連
に
詳
し
い
人
が
少
な
く
、

私
の
経
験
や
知
識
を
生
か
す
機
会
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い
ま
し
た
」

霧
島
を
選
ん
だ
わ
け

曽
於
市
出
身
で
温
泉
と
登
山
が
大
好
き
な

桑
水
さ
ん
が
霧
島
を
選
ん
だ
決
め
手
は
、
霧

島
の
大
自
然
と
交
通
の
便
の
良
さ
で
し
た
。

「
仕
事
は
パ
ソ
コ
ン
と
通
信
環
境
が
あ
れ

ば
で
き
る
の
で
、
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
せ
る
環

境
を
最
優
先
に
決
め
ま
し
た
。
取
引
先
と
の

打
ち
合
わ
せ
に
行
く
の
に
空
港
が
近
い
こ
と

も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
仕
事
の
息
抜
き
に

自
然
の
中
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
畑
仕
事
を
し

て
温
泉
に
入
り
、
ま
た
仕
事
を
す
る
と
い
っ

た
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

日
常
生
活
に
お
い
て
も
東
京
と
比
べ
、
特

に
不
便
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

「
こ
こ
に
な
い
物
は
大
抵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
手
に
入
り
ま
す
。
不
便
は
特
に
思
い
当

た
り
ま
せ
ん
。
お
い
し
い
空
気
や
最
高
の
温

泉
、
自
分
で
育
て
た
野
菜
、
の
ん
び
り
と
流

れ
る
時
間
な
ど
、
都
会
に
は
な
い
も
の
や
体

験
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
」

「
働
き
方
」を
見
直
し
て
得
た
も
の

霧
島
で
暮
ら
し
、
地
元
の
人
と
触
れ
合
う

中
で
、
桑
水
さ
ん
は
少
し
ず
つ
霧
島
で
働
く

喜
び
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
移
住
当
初
か
ら
続
け
る
東
京
や
海
外
か

ら
の
仕
事
に
加
え
、
地
域
に
根
差
し
た
仕
事

も
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
、
飲

食
店
、
温
泉
旅
館
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

通
販
サ
イ
ト
の
制
作
、
ウ
ェ
ブ
戦
略
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
観
光

地
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
制
作
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
に
関
わ
る
事
を
幅
広
く
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
都
会
で
培
っ
た
仕
事
の
経
験
を
、

よ
り
身
近
な
人
の
『
笑
顔
』
に
つ
な
げ
ら
れ

て
幸
せ
で
す
。
今
後
は
霧
島
を
盛
り
上
げ
る

仲
間
と
な
る
移
住
者
を
増
や
し
、
み
ん
な
で

霧
島
を
よ
り
良
い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」

学
生
時
代
の
一
人
旅
や
仕
事
を
通
じ
て
30

か
国
以
上
を
見
て
き
た
桑
水
さ
ん
の
笑
顔
に

は
「
霧
島
」
で
働
き
暮
ら
す
こ
と
の
充
実
感

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

桑水悠治さん（35）
曽於市出身。西南学院大学卒業後、プログラマー、ＩＴコンサルタントを経て日系ＩＴ企
業のシンガポール子会社を設立、経営。平成24年米国ＩＴ企業AppAnnie日本支社代表。
平成27年からはフリーランスとなり、霧島田口で妻と娘２人と暮らす。

こ
こ
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都会派

地元派？都会派？～ 働くならどっち？～
都会で就職する人もいれば、霧島  市を働く場所に選んだ人もいます。

ここでは、東京都と霧島市でワークライフを楽しむ同世代の  2 人を紹介。あなたに合う働き方、暮らし方はどちらですか。

地元派

0円１か月の収支

１か月の収支

項目 収入 支出 備　　　考
給　料 230,000円
家　賃 74,000円 築5年、１Ｋ

食　費 30,000円 朝食・昼食はコンビニ、夜はほ
とんど外食

光熱費 12,000円 電気代、水道代、ガス代
交際費 20,000円 友人・同僚との会食
通信費 14,000円 携帯電話代

娯楽費 60,000円 雑誌・ＣＤなど購入、コンサー
ト代、洋服、化粧品など

交通費 20,000円 電車代、内14,000円は通勤代
合　計 230,000円 230,000円

項目 収入 支出 備　　　考
給　料 200,000円
家　賃 38,000円 築7年、１Ｋ

食　費 18,000円 ほとんど自炊、昼食は弁当か社
員食堂利用

光熱費 13,000円 電気代、水道代、ガス代
交際費 15,000円 友人・同僚との会食
通信費 17,000円 携帯電話代

娯楽費 60,000円 書籍・DVD・洋服・化粧品代、
習い事代など

交通費 9,000円 ガソリン代、内4,000円は通勤代
合　計 200,000円 170,000円

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

友人と夕食
・余暇

朝食
通勤

移動

移
動

入
浴

勤務

勤務

残業

昼
食

コ ンサートやイベントが多い都会での生活に憧れ、名古屋駅で
の販売員を経て、３年前に東京の出版社へ就職しました。会

社ではパソコンを使った事務をしています。職種を選ばなければ就
職先は困らなかったですね。東京では偶然芸能人に会ったり、ペン
ギンがいるバーなど都会にしかないお店があったりと驚きに満ちて
いて、大好きなアーティストのコンサートもたくさんあるのが魅力
です。信じられないくらいおいしい食べ物など何でもそろう反面、
お金がなければ何もできず、不安も覚えます。

上京当初は標準語が話せず恥ずかしい思いをしました。人同士が
干渉しないので、霧島の人の温かさをあらためて感じます。電車の
路線が複雑で土地勘もなく、移動には今でも苦労しますね。90分
かかる満員電車通勤も毎日が戦い。関東のしょうゆの味になじめず、
調味料などは実家から送ってもらっています。地元の友人同士がＳ
ＮＳで盛り上がっているのを見るとちょっぴり寂しいです。

それでも毎日わくわくする都会での生活が合っているので、これ
からも東京で働き続けたいです。

地 元の会社で事務職をして９年目になります。自分にとって一
番大切な家族や地元の友人とできるだけ一緒にいたかったの

で、実家に近い地元就職を選びました。家族が近くにいると病気に
なったときに互いにすぐ駆けつけられて安心。家族旅行も計画しや
すいです。私生活も充実させたかったので、何度も会社訪問をして
より良い職場環境の会社を探すことができたのもよかったです。

会社が近くて通勤時間が短い分、自分のために使える時間がたく
さんあります。写真が趣味なので週末に出掛けては霧島の美しい自
然を撮影しています。大好きな温泉は施設や泉質の数が多く、飽き
ることがありません。すぐ近くにあるので、仕事帰りに友人と新鮮
な地元食材を使った料理を味わった後、よく入浴に行きますね。充
実した仕事と余暇のおかげで毎日が快適です。

都会への憧れはありましたが、年に数回旅行で行けば十分です。
買い物も日用品は地元で間に合いますし、ネットショッピングで都
会の物も手に入るので気になりません。大切な人や自分が好きなこ
とがそろう地元の暮らしをこれからも楽しんでいきたいです。1日の

タイム
テーブル

霧島で働く。ここ

東
京
都
練
馬
区
在
住

宮
園 

理
紗
さ
ん（
27
）

牧
園
町
出
身
、

印
刷
会
社（
港
区
）勤
務

±

＋

毎日が発
見の

連続です
！

東京サイ
コー！

安心でき
て

ストレス
フリー！

地元サイ
コー！

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠
余暇

朝食・
弁当作り

調理・夕食
・余暇

移動・買い物

通勤

入
浴

勤務
勤務

昼
食

1日の
タイム
テーブル

国
分
在
住

久
保 

裕ゆ
う

子こ

さ
ん（
30
）

製
造
事
務（
国
分
）勤
務

30,000円
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国
が
行
っ
た
調
査
を
見
る
と
、
都
会
で
の

仕
事
と
生
活
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

は
っ
き
り
と
分
か
り
ま
す
。

都
会
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、
収

入
が
得
や
す
い
こ
と
で
す
。
昨
年
内
閣
府
が

発
表
し
た
県
別
の
平
均
年
収
額
で
は
、
東
京

や
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
な
ど
の
都
市
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
首
位
の
東
京
と
最
下

位
の
沖
縄
で
は
約
２
５
０
万
円
も
の
差
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
が
収
入
を
求
め
て
地
方
か
ら

東
京
に
人
が
集
ま
る
理
由
と
い
え
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
困

難
で
あ
る
こ
と
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
先
月

発
表
し
た
最
新
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

東
京
の
出
生
率
は
１
・
17
と
全
国
平
均
の
１
・

46
を
大
き
く
下
回
り
、
全
国
最
下
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
鹿
児
島
県
は
１・65
）

平
成
26
年
度
国
土
交
通
白
書
に
よ
る
と
、

出
生
率
が
低
い
都
会
で
は
既
婚
女
性
の
就
業

率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、や
む
を
得
ず
出
産
・

育
児
と
仕
事
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
、
離
職

や
就
業
時
間
の
短
い
仕
事
へ
転
職
し
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
と
あ
り
ま
す
。
経
済
的

理
由
が
出
産
・
育
児
を
阻
む
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
中
、
所
得
減
が
貧
困
を
生

み
、
新
た
な
少
子
化
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
の
仕
事
と
生
活
の
良
さ

一
方
で
地
方
で
あ
る
霧
島
市
に
は
、
地
元

な
ら
で
は
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

「
安
心
感
」は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

慣
れ
な
い
土
地
で
言
葉
や
慣
習
、
食
文
化
な

ど
の
違
い
に
悩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

く
の
両
親
は
共
働
き
世
代
の
一
番
の
協
力
者

で
す
。
子
育
て
や
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
元
の
人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
円
滑
に
進
む

仕
事
や
取
引
も
あ
り
ま
す
。
一
度
都
会
で
働

き
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
人
が
、
都
会
で
身
に

付
け
た
経
験
や
技
術
を
地
元
に
還
元
す
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

霧
島
市
を
選
ぶ
理
由

霧
島
市
に
は
都
会
に
な
い
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
を
求
め
Ⅰ
タ
ー
ン
す
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
空
港
や
鉄
道
、
高
速

道
路
も
あ
り
、
都
会
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

県
内
で
最
も
有
利
な
ま
ち
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。
立
地
の
良
さ
に
よ
り
、
世
界
と
取
引
す

る
企
業
な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
誘
致
企

業
数
は
90
社
に
も
上
り
ま
す
。
地
元
に
残
る

祖
父
母
の
縁
で
、
再
就
職
し
や
す
か
っ
た
り
、

地
域
に
溶
け
込
み
や
す
か
っ
た
り
す
る
「
孫

タ
ー
ン
」
と
い
う
動
き
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
域
で
農
業

を
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
起
業
を
し
た
り
、

温
泉
や
登
山
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
霧
島
が
誇

る
自
然
環
境
が
多
く
の
人
を
引
き
付
け
て
い

ま
す
。

多
く
の
移
住
者
が
、
私
た
ち
市
民
以
上
に

霧
島
市
の
魅
力
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

藤田ワークス

中村 槙
し ん

之
の

助
す け

さん（22）

高瀬 絵理さん（35）
祖母 脇 ミキさん（76）

日本エアコミューター
森藤 舞さん（32）、
良太郎君（２）小谷 雅

ま さ

也
や

さん（40）

日
本
一
の
仕
事
を

ま
ち
で
働
け
る
幸
せ

素
材
が
あ
っ
た

よ
か
っ
た

地
元
で

可
能
性
あ
ふ
れ
る

夢
を
か
な
え
る

孫
タ
ー
ン
し
て

隼人町在住牧園町在住

溝辺町在住牧園町在住

機械の操作に集中し、手際よく作業を進める中村さん庭先の畑で祖母と娘と農作業を楽しむ高瀬さん

手作りの石窯で自慢のパンを焼き上げる小谷さん 細やかな心配りで乗客に接する森藤さん

隼 人町で生まれ育ち、高校卒業後、平成24
年に入社しました。藤田ワークスは市内

で唯一の「2015東京商工リサーチ調べ日本一企
業」に選ばれるなど、国内で高い評価を受けてい
る精密板金加工会社です。私は板金の高精度な
曲げ加工を行う機械作業を任されています。高
校での会社説明会で、全国有数の技術力を持つ
会社だと知り、自分のまちにすごい会社がある
ことを初めて知りました。会社見学でジーンズ
姿の社員に流行の音楽が流れる社内、真剣で活
気にあふれる職場環境を見て「自分もここで働き
たい」と入社を決めました。

都会に就職した同級生の多くは藤田ワークス
を知らずその業績に驚きます。都会は通勤や育
児が大変だと聞くこともあり、親や友人が近く
にいる地元で、誇りを持てる会社で働けて本当
によかったと思います。これから就職する学生
は、ぜひ地元の会社にも目を向けてほしいですね。

高 校生のとき、霧島市に本社がある日本エ
アコミューターの客室乗務員の生き生き

とした姿に憧れを抱き、同じ仕事を志しました。
移住当初はまちの利便性に不安がありました

が、霧島市に住む12年の間にまちが発展して、
今では出身地の福岡と比べても大して不自由さ
を感じません。空港には４月から保育園もでき、
育児への理解が深い会社のおかげで育児休職か
ら復帰できました。飛行機を利用する多くのお
客さまと毎日接する中で、出会いや別れなど人
生の節目に立ち会ったり、人の移動や物流に欠
かせない仕事であることを実感したりするたび、
この仕事を誇りに思います。

近年外国人を含む観光客の増加に伴い、空港
の持つ役割が高まっていると感じます。離島を
除く県内では霧島市にしか空港がありません。
そういった意味でも、ここは県内でも特別な仕
事や可能性にあふれるまちだと思います。

夫 の出身地京都府で、夫と共働きをしてい
ました。仕事と育児の両立や都会の慌た

だしさに疲れ、私の祖母の誘いもあり、自然豊
かな牧園町に移住してきたのが２年半前。慣れ
ない土地での暮らしに多少不安でしたが、祖母
宅の隣にある小屋を祖母から借りて住むと、地
域の皆さんが「ミキさんとこの孫ね」と言って歓
迎してくれました。家の改築の手伝いや野菜の
お裾分け、夫が正社員の仕事に就くまでの短期
の仕事の紹介など祖母の地元だからこそ受けら
れる恩恵が多くありました。今は近くの田畑で、
家族と祖母で野菜の収穫などをして田舎暮らし
を満喫しています。「孫とひ孫と過ごせてとても
幸せ」と喜ぶ祖母を見られるのが何よりです。

空き家や就職のつてを持っている人は、孫や
子どもに帰郷を呼び掛けてみてはいかがでしょ
うか。住む場所と働く場所があれば、帰ってき
たいと思っている人もきっと多いと思います。

霧島で働く。ここ

ここで働け て良かった
多くの人が職を求めて集まる都  会。人口減少が懸念される地方。

それぞれの場所にメリット  とデメリットがあります。
霧島を働き暮らす場所に選んだ人たちは、  ここでのワークライフを満喫しています。

霧島市

高 校卒業後、都会で働きたくて愛知県で会
社員をしていましたが、パンが好きで、

次第にパン職人になる夢を抱くようになりまし
た。仕事を続けるべきか迷う中、男手一つで私
を育ててくれた父に親孝行をしたいと思うよう
になり、25歳で帰郷しました。

地元での暮らしは親兄弟や中学・高校時代の
友人に囲まれ、とても心が落ち着きます。パン
職人になるため修行を始め、石窯でのパン作り
という本当にやりたいことにも出会えました。
小麦を育てる父の畑や、石窯用の薪が取れる牧
園町は、私の夢をかなえるのにぴったりの場所
でした。父の農業を手伝い収穫が増え、物産館
に出荷するという父の新たな生きがいの手助け
ができたのもうれしいことでした。

私が焼いたパンを食べる父や友人の喜ぶ顔を
見るたび、私が志した地産地消を実践できる大
切な場所だと感じています。
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早
期
離
職
や
地
方
の
労
働
力
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
る
中
、

霧
島
で
働
き
た
い
人
を
増
や
す
た
め
、
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
霧
島
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定

の
有
識
者
会
議
で
、
し
ご
と
研
究
部
会
長
を

務
め
た
鶴
ヶ
野
未
央
さ
ん
（
52
）。
社
員
約

１
６
０
人
を
抱
え
る
国
分
敷
根
の
給
水
シ
ス

テ
ム
製
品
メ
ー
カ
ー
㈱
九
州
タ
ブ
チ
の
社
長

を
務
め
て
い
ま
す
。「
社
員
の
幸
せ
が
会
社

の
成
功
」
と
の
理
念
を
掲
げ
、
５
年
前
の
社

長
就
任
以
来
、
女
性
や
ベ
テ
ラ
ン
の
活
躍
を

推
進
す
る
制
度
導
入
な
ど
で
結
婚
・
育
児
・

介
護
離
職
ゼ
ロ
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

仕
事
と
生
活
を
両
立
さ
せ
る
企
業
づ
く
り

の
ほ
か
、
地
域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
鶴
ヶ
野
さ
ん
に
、
霧
島
市
で
働
き
た

い
人
を
増
や
す
た
め
、
何
が
必
要
な
の
か
を

聞
き
ま
し
た
。

地
元
希
望
者
を
増
や
す
た
め
に
は

鹿
児
島
労
働
局
に
よ
る
と
、
県
内
の
新
卒

者
の
半
数
近
く
が
３
年
以
内
に
離
職
し
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
「
仕
事
内
容
が
想
像

と
違
っ
た
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
仕
事
を
選
ぶ
際
の
大
き
な
問
題
が
あ
り
、

同
時
に
地
元
就
職
の
利
点
が
隠
さ
れ
て
い
る

と
指
摘
し
ま
す
。

「
就
職
は
希
望
す
る
職
種
に
就
く
こ
と
以

上
に
、
一
生
働
く
場
所
で
あ
る
『
会
社
』
を

選
ぶ
こ
と
が
大
変
で
す
。
社
内
の
活
気
や
具

体
的
な
仕
事
内
容
、
福
利
厚
生
に
対
す
る
社

員
の
満
足
度
な
ど
、
実
際
に
社
員
と
触
れ

合
っ
て
初
め
て
分
か
る
事
実
が
入
社
後
を
左

右
し
ま
す
。
地
元
で
の
就
職
活
動
は
、
会
社

を
見
た
り
実
際
に
働
い
て
い
る
人
の
話
も
直

接
聞
い
た
り
で
き
る
機
会
も
多
い
。
私
た
ち

は
多
く
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
会
社
見
学

を
随
時
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
正
社
員
と
同

じ
仕
事
や
交
流
を
経
て
、
納
得
し
た
上
で
入

社
し
て
も
ら
う
の
で
『
離
職
ゼ
ロ
』
に
つ
な

が
る
。
思
い
描
い
た
働
き
方
が
で
き
る
会
社

を
見
つ
け
や
す
い
こ
と
が
、
地
元
就
職
の
一

番
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

少
子
高
齢
化
で
全
国
的
に
働
き
手
が
不
足

す
る
中
、
地
方
の
労
働
者
不
足
に
拍
車
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
も
例
外
で
は
な

く
、
特
に
県
内
の
看
護
学
生
の
約
半
数
が
奨

学
金
な
ど
の
充
実
し
た
優
遇
制
度
を
求
め
都

会
に
流
れ
て
い
ま
す
。

し
て
霧
島
へ
導
く
た
め
、
私
た
ち
市
民
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
鶴
ヶ
野
さ
ん
は
力
を

込
め
ま
す
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
人
を
増
や
す
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
地
元
住
民
や
地
域
の
催
し
、
歴
史
な
ど

に
触
れ
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
元

愛
が
育
ま
れ
、
地
元
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
る
動
機
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
人
が
移
住
者
や
地
元
の
若
者
と
交
流
し
、

ま
ち
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
れ
ば
、
も
っ
と

『
霧
島
で
働
き
暮
ら
し
た
い
』
人
を
増
や
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

働
く
人
が
増
え
る
と
ま
ち
が
元
気
に
な
り

ま
す
。
来
年
卒
業
す
る
学
生
の
就
職
活
動
が

鶴
ヶ
野
さ
ん
は
「
放
っ
て
お
い
て
も
若
者

が
集
ま
る
都
会
の
大
企
業
で
さ
え
、
全
国
か

ら
良
い
人
材
を
確
保
し
よ
う
と
必
死
で
す
。

企
業
や
学
校
、
保
護
者
は
若
者
に
対
し
て
、

就
職
を
意
識
す
る
前
か
ら
地
元
に
い
い
会
社

が
あ
る
こ
と
や
、
地
元
就
職
の
メ
リ
ッ
ト
を

き
ち
ん
と
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
た
だ
し

若
者
に
地
元
就
職
を
押
し
付
け
る
の
は
禁
物
。

地
元
の
良
さ
も
提
示
し
、
地
元
と
都
会
を
選

ぶ
判
断
材
料
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
訴
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
霧
島
市
で
働
き
た
い
人
を
増
や

す
ヒ
ン
ト
が
九
州
タ
ブ
チ
に
あ
り
ま
し
た
。

「
親
子
２
代
で
勤
め
る
現
役
社
員
が
３
組

い
ま
す
。
会
社
内
の
家
族
交
流
な
ど
を
活
発

６
月
か
ら
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

霧
島
市
で
働
く
魅
力
を
考
え
、
も
っ
と
こ
の

ま
ち
で
働
き
た
い
と
思
う
人
を
み
ん
な
で
増

や
し
ま
せ
ん
か
。

に
行
う
中
で
、
自
分
の
親
が
生
き
生
き
と
働

く
姿
を
見
て
入
社
を
志
望
し
た
と
話
し
ま
す
。

自
分
や
家
族
、
一
緒
に
働
く
社
員
の
幸
せ
な

姿
は
何
よ
り
の
志
望
動
機
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
会
社
、
労
働

環
境
が
増
え
れ
ば
10
年
、
20
年
後
の
地
元
就

職
に
希
望
が
見
え
て
き
ま
す
」

ま
ち
へ
の
愛
着
が
大
き
な
カ
ギ

都
会
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
移
住
者
の
中

に
は
、
本
特
集
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
桑
水
さ

ん
の
よ
う
に
地
方
に
は
な
い
知
識
や
技
術
、

人
脈
で
ま
ち
に
大
き
く
貢
献
し
う
る
人
材
が

少
な
く
な
い
と
話
す
鶴
ヶ
野
さ
ん
。
そ
の
よ

う
な
移
住
者
や
地
元
の
若
者
を
働
く
場
所
と

霧島市での就職・起業をサポート

■就職を目指す方へ
◦国分公共職業安定所

国分中央一丁目4-35  ☎（45）5311
ハローワーク国分（国分公共職業安定所）が提
供する「求人情報きりしま（毎月８が付く日に発
行）」を市ホームページで掲載しています。就労体
験・職業訓練も可能です。応募や詳細は問い合わ
せください。
※�厚生労働省が運営するスマートフォ
ン用アプリでも手軽に検索できます。

◦霧島市保育人材バンク
子育て支援課  ☎（64）0991
保育士の資格を持つ人が登録し、市内の保育所
への就労を図ります。

◦霧島ゆうあい人材バンク
商工振興課  ☎（64）0903
UIターン者を中心に、培った技術や経験を生
かした地元企業への就労を図ります。

◦霧島わかものハローワーク
イオン隼人・国分店2階  ☎（64）2251

◦霧島・大隅若者サポートステーション
国分中央三丁目33-34  ☎（73）7866

◦キャッチワークかごしま
鹿児島市東千石町1-38アイムビル3階
☎099（216）9001

◦マザーズサロンかごしま
鹿児島市東千石町1-38アイムビル6階
☎099（223）2821

◦鹿児島障害者職業能力開発校
薩摩川内市入来町浦之名1432
☎0996（44）2206

■開業を目指す方へ
◦創業支援センター

商工振興課  ☎（64）0912
創業（起業）希望者の相談に応じ、開業や開業
後の支援を行います。（相談無料）

◦空き店舗等ストックバンク事業
商工振興課  ☎（64）0912
市ホームページで空き店舗などの情報を提供し
ています。

◦県新規就農相談所
県庁11階  ☎099（213）7223　

◦青年就農給付金
農政畜産課  ☎（64）0882
就農後、経営が軌道に乗るまでの最長5年間、
青年新規就農者に給付金を給付します。

霧こ

島こ

で
働
き
た
い
人
を

増
や
す
た
め
に
は

㈱
九
州
タ
ブ
チ

社
長  

鶴
ヶ
野
未み

央お
さ
ん（
52
）

霧島で働く。ここ

隼人町出身。東京で５年間働き、平成
２年に現在の㈱九州タブチへ入社。平
成23年同社代表取締役社長。鹿児島
高専テクノクラブ（旧錦江湾テクノパーク
クラブ）会長。国分在住。
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写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

大山 修さん（67）  国分広瀬、写真歴５年

加治木 美保子さん（67）  牧園町高千穂、写真歴10年

昨年5月末に撮影した霧島神宮近くの神水峡。初夏
になると霧島川や新緑の木 、々岩肌を覆うコケやシ
ダが涼しげな光景を見せてくれるお気に入りの撮影
スポットです。ピントを手前のつややかな枝葉に合わ
せ、川の流れが美しく出るよう、シャッター速度にこだわ
りました。撮影時の感動をもっと表現していきたいです。

【撮影データ】絞り13.0　シャッター1.3　ISO100

霧島の涼

広報紙全国コンクール10年連続入賞

国分重久のソバ生産農家・今村浩一さん（49）
が全国そば生産表彰事業の「全国蕎

そ

麦
ば

製粉協同
組合理事長賞」を受賞し４月６日、霧島市役所
を訪問しました。同事業は国産ソバの生産で栽
培技術の向上に取り組むなど、模範となる生産
農家を表彰するものです。平成27年度の同事
業の受賞は、九州で１人、県内では15年ぶり
５人目。今村さんは「受賞できうれしい。６次
産業化にも力を入れたい」と意気込みました。

本市と岐阜県海津市との姉妹盟約10周年記念式典が４
月25日に海津市役所、５月25日に国分シビックセンター
であり、関係者ら延べ約400人が参加。前田終止霧島市長
や松永清彦海津市長らが、両市のさらなる友好発展を誓う
姉妹都市盟約の確認書を交換しました。両市の交流は江戸
時代に木曽三

さん

川
せん

の治水工事を成功させた薩摩義士を縁に、
昭和43年から開始。両市の中高生の相互訪問や職員の相
互派遣など、交流が続いています。

海津市と姉妹都市盟約10周年

全国そば生産表彰を受賞

太平洋戦争で市内の航空基地から飛び立った特攻隊員の御
柱の慰霊と、平和を祈念するための慰霊祭が４月22日、国
分福島の特攻碑公園と溝辺町の上床公園で行われました。戦
争中、市内には２つの特攻基地があり、国分と溝辺から427
人の特攻隊員が出撃しました。当日は元特攻隊員や遺族な
どが参列し、しめやかに献花や『同期の桜』の合唱が行われ、
特攻隊員の死を悼みました。

国分上野原テクノパーク（国
分上之段）に立地する光通信用
金属精密部品メーカーのマイク
ロカット株式会社が４月15日、
工場増設と生産設備の増強のた
め市と立地協定を締結しました。
工場増設の建物面積は約171㎡
で、今年７月の操業を目指し、
新たに地元から20人を雇用す
る予定です。同社の髙木治

はる

邦
くに

代
表取締役（左から２番目）は「拡
大する通信関連機器への需要に
対応し、地域経済の活性化にも
貢献したい」と力を込めました。

「霧島フラフェスティバル」が４月16日、
牧園町の霧島高原まほろばの里でありました。
新燃岳噴火による風評被害から元気な霧島を
取り戻そうと、平成23年から始まり今回で
６回目。鹿児島・宮崎県から参加した16チー
ム約200人の踊り手がハワイの音楽に合わせ
て楽しそうに踊り、会場はたくさんの人でに
ぎわいました。

南国ムードの霧島フラフェス

特
攻
隊
員
戦
没
者
を

慰
霊

マイクロカット㈱が
工場増設

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times
平成28年度全国広報コンクールで

「広報きりしま」が広報紙（市部）で入
選しました。同コンクールの入選以上
は10年連続になります。

入選した広報紙は昨年の７月号。戦
後70年を節目に、戦争を風化させな
いため、未来の平和のために私たちに
今何ができるのかを特集で問い掛けま
した。
「広報きりしま」は市民の皆さんに地

域の魅力を新発見、再発見してもらい、
もっと霧島市を好きになってもらうこ
とを目指して編集しています。取材に
協力してくださる皆さんに感謝し、皆
さんから愛される広報紙を作っていき
ますので、ご協力をお願いします。

10
consecutive 

years
winning

N
at

io
na

l public relations contest

午前10時ごろ、自宅の庭先に置いてある水の溜まっ
た水がめに２匹のトンボが。めったにない光景に、急
いでカメラを取りに行き、シャッターを押しました。羽
がパタパタと動く様子を見せたくて、シャッター速度を
変えながら撮りました。これからは、雨が上った後の雨
の滴がしたたる季節の花の撮影にも挑戦したいです。

【撮影データ】絞り8.0　シャッター1/200　ISO200

夏は来
き

ぬ

11  Kirishima City Public Relations, 2016.6, Vol.232, Japan 広報きりしま  10



◎溝辺町崎森

山口 香
かおり

さん

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

ま
だ
幼
か
っ
た
頃
の
子
ど

も
た
ち
の
『
お
い
し
く

な
ー
れ
』
と
い
う
お
ま
じ
な
い
の

声
が
、
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
溝
辺
町
崎

森
の
山
口
香

か
お
り

さ
ん
。

山
口
さ
ん
の
家
に
は
、
13
年
前

か
ら
作
り
始
め
た
梅
シ
ロ
ッ
プ
、

梅
酒
な
ど
の
ガ
ラ
ス
瓶
が
６
個
ほ

ど
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ

る
「
梅
ぴ
ょ
ん
」
と
子
ど
も
の
字

で
書
か
れ
た
梅
シ
ロ
ッ
プ
の
瓶
。

県
外
の
大
学
に
進
学
し
て
い
る
長

男
が
、
当
時
９
歳
の
と
き
に
書
い

た
も
の
で
、
今
で
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

３
人
の
子
ど
も
た
ち
で
毎
年
、
霧

島
な
ど
へ
梅
を
採
り
に
行
き
ま
し

た
。
収
穫
後
は
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
と
大
切
に
洗
い

『
お
い
し
く
な
ー
れ
』
と
お
ま
じ

な
い
を
唱
え
て
漬
け
た
梅
シ
ロ
ッ

プ
。
そ
れ
を
煮
詰
め
て
で
き
た
の

が
琥こ

珀は
く

色
の
梅
ジ
ャ
ム
で
す
」

山
口
さ
ん
は
「
絵
本
を
き
っ
か

け
に
、
わ
が
家
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
料
理
を
手
伝
う
と
き
、
お
ま

じ
な
い
を
唱
え
る
の
が
ブ
ー
ム
に

な
り
ま
し
た
」
と
懐
か
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

「
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
て
た
い
」

と
、
山
口
さ
ん
は
子
ど
も
が
食
べ

る
お
菓
子
は
手
作
り
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
好
評

だ
っ
た
の
が
、
梅
ジ
ャ
ム
を
練

り
込
ん
だ
「
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」。

梅
の
甘
酸
っ
ぱ
い
風
味
が
口
の
中

に
広
が
り
、
し
っ
と
り
と
し
た
食

感
が
特
徴
で
す
。山
口
さ
ん
は「
お

い
し
い
と
頬
張
り
な
が
ら
、
兄
妹

仲
良
く
食
べ
て
い
る
光
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

今
で
も
高
校
３
年
と
中
学
１
年

の
２
人
の
娘
と
一
緒
に
お
菓
子
を

作
っ
て
い
る
山
口
さ
ん
。

「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
も
、
お
ま
じ
な
い
を
唱
え
て
梅

を
漬
け
た
こ
と
や
、
み
ん
な
で
仲

良
く
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
食
べ
た

思
い
出
な
ど
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」

子
ど
も
た
ち
の
お
ま
じ
な
い
の

声
が
、
さ
わ
や
か
な
梅
の
香
り
と

共
に
親
子
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

おまじないで作る「梅ジャムパウンドケーキ」

〈材　料〉��	 ����無塩マーガリンまたは無塩バター 50g、サラダ油20cc、牛乳20cc、きびとう50g、卵２個、小麦粉120g、ベーキ
ングパウダー小さじ１／２、梅ジャム大さじ１

〈下準備〉	 �無塩マーガリンまたは無塩バター、牛乳、卵を常温に戻す。小麦粉、ベーキングパウダーを網などで合わせて振るう。オー
ブンを180℃に予熱しておく。

〈作り方〉	 ① ボウルに無塩マーガリンまたは無塩バターを入れ、泡立て器で白っぽくなるまで混ぜる。
	 ② ①にきびとうを加え、よく混ぜ、サラダ油、牛乳、といた卵を少しずつ加え混ぜる。
	 ③ ②に小麦粉、ベーキングパウダーと梅ジャムを入れ、ゴムベラでさっくりと混ぜる。
	 ④ オーブンシートを敷いた型に生地を入れて、空気抜き（型を持ち上げ軽く落とす）をしオーブンで40分前後焼く。
	 ⑤ 竹串を刺して生地が付かなければ出来上がり。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時＝６月16日
（木）午後３

時30分～、

　６月17日
（金）○再 午前

10時30分
～

◦コーナー名＝「SHIKO
と堀ちゃん

の

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

昨
年
11
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
「
南
日
本
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
」。
そ
の
ピ
ア
ノ
部
門
高
校

生
の
部
で
最
高
賞
に
当
た
る
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
の
は
鹿
児
島
第
一
高
校
３
年
の
落お

ち

口ぐ
ち

詩

織
さ
ん（
18
）で
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
を
目
指
し
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
母
親
の
雪ゆ

き

子こ

さ
ん
が
家
で

弾
く
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
大
好
き
で
「
私
も
ピ

ア
ノ
を
弾
き
た
い
」
と
両
親
に
伝
え
、
３
歳

か
ら
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
し
た
落
口
さ
ん
は
、「
同

じ
教
室
の
人
よ
り
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た

い
」
と
両
親
に
相
談
し
ま
す
。
世
界
各
地
で

活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
て
い
る
隼
人

町
在
住
の
片
野
田
郁
子
さ
ん
の
存
在
を
知
り
、

門
を
た
た
き
ま
し
た
。

今
も
心
に
残
る
の
が
習
い
始
め
た
当
初
、

片
野
田
さ
ん
に
言
わ
れ
た
「
全
国
レ
ベ
ル
ま

で
押
し
上
げ
る
の
は
、
並
大
抵
の
努
力
だ
け

で
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
。「
そ
の
と

き
は
正
直
、
実
感
が
な
か
っ
た
け
ど
、
上
達

す
る
ほ
ど
胸
に
刺
さ
り
ま
す
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

そ
の
後
、
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
練
習

に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
自
宅
に
防
音
対
策
を

施
し
た
部
屋
を
作
っ
て
も
ら
い
、グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
と
向
か
い
合
う
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
ピ
ア
ノ
漬
け
の
毎
日
。
ま

ず
曲
の
譜
面
を
見
て
演
奏
し
、
そ
れ
か
ら
Ｃ

Ｄ
な
ど
を
聴
い
て
、
自
分
な
り
に
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
、
表
現
力
を
磨
き
ま
す
。
平
日

は
４
時
間
、
休
日
は
そ
の
倍
以
上
の
時
間
を

か
け
て
練
習
に
励
み
ま
す
。
食
事
や
入
浴
を

忘
れ
る
ほ
ど
ピ
ア
ノ
に
没
頭
す
る
中
で
、
片

野
田
さ
ん
が
太
鼓
判
を
押
す
表
現
力
が
磨
か

れ
、
い
く
つ
も
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
入
賞
よ

り
も
自
分
が
納
得
で
き
る
演
奏
が
で
き
た
か

が
大
事
」
と
さ
ら
に
先
を
見
据
え
る
落
口
さ

ん
。「

週
一
回
の
片
野
田
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
は
、

自
分
が
追
及
す
る
表
現
力
を
強
化
す
る
た
め

の
貴
重
な
時
間
。
さ
ら
に
練
習
に
も
熱
が
入

り
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

世
界
を
目
指
す
落
口
さ
ん
は
、「
も
っ
と

国
内
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
、
自
分

の
表
現
力
に
磨
き
を
掛
け
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
す
。
両
親
や
恩
師
に
感
謝
し
、
夢
を
か

な
え
る
た
め
、
今
日
も
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
落

口
さ
ん
の
音
色
か
ら
は
、
熱
い
思
い
が
ほ
と

ば
し
り
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

このコーナーでは、各分野で活躍する子ども
たちを紹介します。夢に向かって頑張る子ど
もたちを、ぜひ応援してください。

鹿児島第一高校３年
落
お ち

口
ぐ ち

 詩織さん（18）

剣道で全国大会に出場を
果たす中学３年の弟の応
援が楽しみ。お互い別々
の世界で上を目指そうと
誓い合います。

YELL

今まで周りの人たちに支えら
れ頑張ってきましたね。ピア
ノを夢中で弾く詩織の姿が
大好きです。上を目指すた
びに新しい壁にぶつかると
思いますが、自分の強みで
ある表現力を信じて頑張っ
てほしいです。

父・博文さん（46）

エール

intro
d

uctio
n &

 slow
 fo

o
d

〈材　料〉��	 ����梅酒または梅シロップの梅の実共に
100g、きびとう大さじ２、はちみつ
小さじ１

〈作り方〉	 ① ��鍋に梅の実とひたひたになるぐらい
の水を入れ中火で煮る。

	 ② ��梅の実が膨らんだようになれば冷
水にとる。

	 ③ ��実と種を分け、実を鍋に戻し、きび
とうを入れ、とろりとなるまで煮る。

	 ④ ��火を止め、はちみつを入れて混ぜる。

梅
ジ
ャ
ム

南日本音楽コンクールピアノ部門高校生の部 優秀賞

ピアノは私の全て
表現力豊かにはばたけ世界へ

音の世界に没頭し
ピアノに向かう落口さん
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牧園町にある「きりん商店」は、杉川明
あき

寛
ひろ

さん（41）、真
弓さん（34）夫妻が、平成26年６月に築100年を超える古
民家を改装してオープンしたお店です。『きりん』とは、「『き
り』しまのお茶とよかも『ん』」という意味で、店内には２
人がこだわって選んだ霧島周辺で作られたお茶や加工品な
どが並んでいます。霧島茶を飲む憩いのスペースもあり、
地元だけでなく県内外や外国からもたくさんの人が訪れま
す。

もともとデザイナーとして福岡で働いていた明寛さんと
真弓さん。きりん商店に置いてある商品には、２人がそれ
ぞれパッケージのデザインを手掛けたものもあります。
「霧島には、地域の方々が地域のもので作った『よかも

ん』がたくさんあります。そんな霧島のよかもんをもっと
多くの人に知ってほしいと思ったとき、私たちにできるこ
とは『デザインで伝える』ことだと思いました」

２人がデザインを手掛けた、地域の人が作る「みそだれ」

や「めんつゆ」は、今ではお店の看板商品になり、リピー
ターも増えています。生産者からは「２人のおかげで忙し
くなった」とうれしい声も聞かれます。

ほかにも明寛さんがデザインした加工品やTシャツ、2人
で一緒にデザインした新茶も置いています。

２人が「茶いっぺ（お茶をどうぞ）」と振る舞うと、訪れ
た人たちでおしゃべりに花咲く空間。「霧島のよかもん」を
集めたきりん商店へ、あなたの「よかもん」を探しに行っ
てみませんか。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

霧島の「よかもん」再発見

ゆうき・よりくん
[霧島のお勧めスポット] 

霧島の「神話の里公園」。リフト
を上がった頂上からの眺めが最高。

さやか
[霧島のお勧めスポット] 

国分敷根の「若尊鼻（わかみこばな）」。
父と一緒に釣りに行きます。

ゆい
[霧島のお勧めスポット] 
霧島の「霧島神水峡」。

愛犬とよく散歩に行きます。

ごりら・りあらちゃん・ぱんだ
[霧島のお勧めスポット] 
隼人町の「姫城中央公園」。

子どもが楽しめる遊具がいっぱい。

�
市内で活躍する若手アーティストをリレー形式で紹介するコーナー。
今回は先月号の革作家の石田梨

り

奈
な

さんの紹介で、グラフィックデザイナーでもある「きりん商店」の杉川さん夫妻です。

ひかる
[霧島のお勧めスポット] 
隼人町の「CAFE510」。
おしゃれで落ち着きます。

杉川明寛さん（41）・真弓さん（34）
明寛さんは出水市出身、真弓さん
は牧園町出身。きりん商店には霧
島産の有機栽培のお茶や、地域の
人が作った加工品、作家の作品な
どが並ぶ。牧園町で子どもと４人
暮らし。

きりん商店　☎（76）1355
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霧
島
山
を
一
望
で
き
る
霧
島
高
原

国
民
休
養
地
は
、
温
泉
や
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

地
域
の
人
も
利
用
す
る
温
泉
の
内

湯
の
壁
に
は
、
霧
島
を
訪
れ
た
与
謝

野
晶
子
な
ど
の
短
歌
が
書
か
れ
て
い

た
り
、
夏
は
プ
ー
ル
が
利
用
で
き
た

り
し
ま
す
。
近
く
の
霧
島
高
原
乗
馬

ク
ラ
ブ
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

付
き
の
乗
馬
体
験
も
で
き
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
遊
べ
る

国
民
休
養
地
を
家
族
や
グ
ル
ー
プ
と

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧島市には意外と知られていない魅力がたくさんあります。
このシリーズ「 I ♥ 霧島（アイラブきりしま）」では、霧島市の楽しい場所や、そこの知られざるディー
プな魅力を紹介します。皆さんも霧島市の新たな魅力を知って、たくさんの人にPRしてください。

「霧島高原国民休養地」

バッハやシューベルトなど音楽家の生家をモチー
フにしたコテージ。全部で9棟あるコテージの中
にはピアノを置いてある部屋もあり、弾くことが
できます。

ピアノがあるコテージ
掛け流し温泉「シンフォニースパ」。内湯、露天
風呂があり、日帰り入浴もできます。単純泉で薄
く黄土色に濁っており、内湯には「ドレミ」など
音名が書かれた腰掛けがあります。

源泉掛け流しの温泉
敷地内にテニスコートやグラウンドゴルフ場、体
育館、トレーニングルームがあります。7月～ 9
月にかけては25ｍ・幼児用の小さいプールも営
業します。

体育館やプールなど

❷

シリーズ第２弾では、家族やグループで楽しめる霧島高原国民休養地を紹介します。

小谷川

管理棟コテージ
温泉

テニスコート
プール・
体育館

グラウンド
ゴルフ

みやま
コンセール

オート
キャンプ場

セブン
イレブン霧島高原

乗馬クラブ
霧島自然ふれあい
センター

●❶
●❷

●❷

●❷

●❸

体験の様子を
ケーブルテレビで

放送します。
◦�放送日時＝６月15日（水）
～17日（金）、○再 22日（水）
～24日（金）午前３時～、
９時～、正午～、午後４
時～、８時～、11時～
◦�番組名＝南九州ケーブル
テレビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

アイラブ霧島 検索

アイラブ

国民休養地には有名な３人の歌碑が建てられています。その３人とは誰でしょうか？

（答）与謝野晶子（歌人）、斉藤茂吉（歌人）、海音寺潮五郎（小説家）

※答えは下部に掲載しています。

I♥クイズ

❶ ❷ ❸POINT POINT POINT

好きなところにテントを張れるオートキャンプ場

霧島高原乗馬クラブ

問＝霧島高原国民休養地  ☎（78）2004  牧園町高千穂3311

インストラクターが分かりやすく教えるので、
初心者でも乗馬を楽しめます。
ヘルメットなど各種道具もそろえています。
◦�料金＝引き馬コース（１周）…1,050円

初心者10分コース …1,945円
※定休日は毎週月曜（祝日の場合は翌日）
問＝霧島高原乗馬クラブ  ☎（78）3455  牧園町高千穂3311-3

支配人
福地京子さん

案内人



五
領
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の

は
４
歳
の
と
き
。
５
歳
上
の
兄
・

祐
樹
さ
ん
の
影
響
で
し
た
。

「
兄
の
姿
を
見
て
、
面
白
そ
う
だ
と
思

い
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
Ｊ
リ
ー
グ
が

開
幕
し
た
年
で
、
テ
レ
ビ
で
華
麗
な
プ

レ
ー
を
見
て
、
そ
の
頃
か
ら
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

中
学
か
ら
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
、
神
村
学
園
２
年
の
と
き
に
は
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
４

に
貢
献
し
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
練
習
に

つ
い
て
い
く
の
に
必
死
で
し
た
。
ほ
か
の

人
よ
り
ボ
ー
ル
を
蹴
る
時
間
を
増
や
し
た

り
、
海
外
の
有
名
な
選
手
の
動
画
を
見
て

勉
強
し
た
り
し
ま
し
た
」

大
学
卒
業
後
、
22
歳
で
Ｊ
２
の
「
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
」
に
入
団
。
夢
だ
っ
た
プ
ロ

に
な
り
ま
す
。
１
年
目
か
ら
試
合
に
出
場
、

ゴ
ー
ル
も
決
め
ま
す
が
、
２
年
目
以
降
は

け
が
が
多
く
出
場
回
数
が
減
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
心
の
支
え
に
な
っ
た

の
が
、
コ
ー
チ
の
「
絶
対
に
チ
ャ
ン
ス
は

来
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

「
試
合
に
出
ら
れ
な
い
と
き
は
、
悔
し

か
っ
た
し
落
ち
込
み
ま
し
た
。
で
も
コ
ー

チ
の
言
葉
を
励
み
に
、
監
督
か
ら
い
つ
声

を
掛
け
ら
れ
て
も
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に

必
死
に
練
習
し
ま
し
た
」

平
成
27
年
、
25
歳
の
と
き
に
鹿
児
島
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
に
移
籍
し
ま
す
。

「
地
元
の
フ
ァ
ン
か
ら
の
応
援
は
、
励

み
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
瞬
間
、

観
客
も
一
つ
に
な
っ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

選
手
一
人
一
人
の
応
援
歌
も
あ
り
、
試
合

中
フ
ァ
ン
が
歌
っ
て
い
る
の
を
聞
く
と
プ

レ
ー
に
も
力
が
入
り
ま
す
ね
」

五
領
選
手
は
サ
ッ
カ
ー
の
面
白
さ
を

「
ド
リ
ブ
ル
や
フ
ェ
イ
ン
ト
な
ど
、
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
で
き
た
と
き
」
と
答

え
ま
す
。
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指

す
子
ど
も
た
ち
に
は
「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
夢
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
全
力
で
プ
レ
ー
し

ま
す
」
と
熱
く
話
し
ま
す
。

「
こ
の
チ
ー
ム
で
Ｊ
１
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
た
い
」
と
力
を
込
め
る
五
領
選
手
。

得
意
の
ド
リ
ブ
ル
で
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導

き
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
だ
っ

た
と
い
う
新
中
選
手
。
幼
稚
園
か

ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
で
試
合
に
負
け
る
と

「
悔
し
く
て
泣
い
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

中
学
、
高
校
、
大
学
と
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

て
い
た
新
中
選
手
が
、
プ
ロ
に
な
ろ
う
と

決
め
た
の
は
大
学
１
年
の
と
き
で
し
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、
プ
ロ
以
外

の
道
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
力

を
つ
け
よ
う
と
時
間
を
惜
し
ん
で
走
り
込

ん
だ
り
、
壁
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
チ
ー

ム
メ
ー
ト
と
パ
ス
の
練
習
に
明
け
暮
れ
ま

し
た
」

し
か
し
大
学
で
は
出
場
す
る
機
会
が
少

な
く
、
周
り
か
ら
は
「
プ
ロ
に
な
る
の
は

無
理
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
夢
を
諦
め
な
か
っ
た
新
中
選
手

は
、
岡
山
県
の
Ｊ
２
「
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡

山
」
の
選
考
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

「
一
般
的
に
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
選
考

試
験
は
、
合
格
は
難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
と
何
も
始
ま
ら

な
い
と
思
い
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
自
分

の
力
を
出
し
切
り
、
念
願
だ
っ
た
プ
ロ
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

平
成
26
年
に
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
に
移
籍
し
た
新
中
選
手
。
地
元
で
プ

レ
ー
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
と
話
し
ま

す
。「

試
合
中
、
フ
ァ
ン
の
方
が
僕
の
背
番

号
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
応
援
し
て
い

る
の
を
見
る
と
と
て
も
心
強
い
で
す
。
今

年
か
ら
Ｊ
３
に
参
入
し
て
注
目
さ
れ
る
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
試
合
に
勝
っ
て
鹿
児

島
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

新
中
選
手
は
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
「
試

合
に
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
、
負
け
た
と
き

の
悔
し
い
思
い
も
仲
間
と
分
か
ち
合
え
る

と
こ
ろ
。
自
分
の
ア
シ
ス
ト
で
ゴ
ー
ル
が

決
ま
っ
た
と
き
も
う
れ
し
い
」
と
は
に
か

み
ま
す
。
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
「
き
つ
い
練

習
も
こ
つ
こ
つ
と
積
め
ば
自
分
の
力
に
な

る
。
夢
を
諦
め
な
い
こ
と
が
大
事
」
と
力

を
込
め
ま
す
。

自
分
を
信
じ
て
夢
を
諦
め
な
か
っ
た
新

中
選
手
。
フ
ァ
ン
の
声
援
を
背
に
、
ピ
ッ

チ
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

霧
島
の
応
援
が

力
に
な
る

今年からサッカーＪリーグの３部リーグ（J3）に入会し  た、鹿児島市に本拠地を置く鹿児島ユナイテッドFC。
このチームには２人の霧  島市在住の選手がいます。

五領 淳樹選手（26）新中 剛史選手（29）

「鹿児島ユ
ナイテッド

ＦＣ

は、チーム
一丸となっ

て２部

リーグ（J2
）のステージ

を目

指していま
す。霧島の

皆さん

の声援が僕
たちの力に

なり

ます」と話
す２人をぜ

ひグラ

ウンドで応
援しましょ

う。

国分南中学校出身。神村学園２年のときに全国
高等学校選手権大会でベスト４入りに貢献。温
泉が好きで、日当山や霧島などの温泉でリフ
レッシュする。身長171㌢、体重63㌔。国分在住。

隼人中学校出身。鹿児島城西高校卒業後、滋賀
県の大学に進み、プロを目指す。休日は妻と２
歳の長男と近くの公園や高千穂牧場などを訪れ
る。身長168㌢、体重67㌔。隼人町在住。

Vol.111THE SCENE

霧島に生きる
Junki Goryo

Tsuyoshi Shinchu
鹿児島ユナイテッドＦＣを試合会場で
応援しませんか。セブンイレブン、ロー
ソンなどのコンビニや、インターネッ
トなどで前売り券を販売しています。

販売方法や試合日程
など詳しくはこちら→

P26 のプレゼントコーナーもご覧ください。

しんちゅう  つよし ごりょう  じゅんき
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愛
す
る
息
子
の
死
の
危
機
を
乗
り

越
え
、
天
か
ら｢

奇
跡
の
贈
り
も

の｣

を
受
け
取
っ
た
家
族
の
真
実

の
記
録
。

６
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
「
図
書
館
か
ら
の
お
す
す
め
本
」
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
が
選
ん
だ
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

天
国
は
、ほ
ん
と
う
に
あ
る

は
あ
ち
ゅ
う
　
著

負
を
燃エ

ネ
ル
ギ
ー料

に
変
え
る
、
機
動
力
を

鍛
え
る
、
存
在
感
を
つ
く
る
、
自

分
の
居
場
所
を
見
つ
け
る
…
。
ブ

ロ
グ
に
も
書
け
な
か
っ
た
28
歳
女

子
の
本
気
論
。

半
径
５
メ
ー
ト
ル
の
野
望

高
１
女
子
の
セ
イ
は
、
カ
メ
ラ
を

構
え
た
少
年
ハ
ナ
に
出
会
う
。
以

来
セ
イ
は
ハ
ナ
に
会
い
に
行
く
が
、

実
は
彼
の
記
憶
が
１
日
し
か
も
た

な
い
こ
と
を
知
る
。

沖
田 

円
　
著

ト
ッ
ド
・
バ
ー
ポ
　
著

多
く
の
顔
を
持
つ
ゴ
ッ
ホ
が
生
涯

を
か
け
て
描
き
、
訴
え
た
か
っ
た

の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
芸
術
と
心

の
旅
路
を
た
ど
る
本
格
評
論
。

千
足 

伸
行
　
著

ゴ
ッ
ホ
を
旅
す
る

僕
は
何
度
で
も
、
き
み
に

初
め
て
の
恋
を
す
る
。

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 ６月11日（土）、6月25日（土）、7月9日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ７月 2日（土）10：30 ～ 11：30　　

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ７月 4日（月）10：30 ～ 11：00　　

おはなしの部屋
６月19日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
７月 1日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
７月 7日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ６月12日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） ６月20日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室

おはなし広場 ６月はお休みです。 福山図書室

図書館へ行こう
http：//www.lib-kirishima.jp/

数年前に
酵素作り

に興味を

持ち、実習
会に行きま

した。酵

素が体に
良いことを

学び、もっ

と知ろうと
思ったとき

に、この本

に出会い
ました。白

砂糖が発

酵段階で
ブドウ糖と

果糖に分

解されて体
内で効率

よくエネル

ギーに変わ
ることを知

った現在、

いろいろな
酵素作り

に挑戦し
、

健康に役
立てていま

す。

（横川町中
ノ在住）

市  正人さん

おすすめの本

手づくり酵素

ダイエット

著者　秋葉 睦美

私
の
宝
本

本は私に

元気を与えて

くれます

純
情
必
死
剣
か
ら
た
け
割
り
／
池
永
陽

ス
ク
ー
プ
の
た
ま
ご
／
大
崎
梢

ツ
バ
キ
文
具
店
／
小
川
糸

向
田
理
髪
店
／
奥
田
英
朗

防
諜
捜
査
／
今
野
敏

リ
ボ
ル
バ
ー
・
リ
リ
ー
／
長
浦
京

若
様
と
ロ
マ
ン
／
畠
中
恵

炎
上
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
横
関
大

女
の
七
つ
の
大
罪
／
林
真
理
子

認
知
症
は
早
期
発
見
で
予
防
で
き
る
／
青
柳
由
則

フ
ラ
ン
ス
の
パ
パ
は
あ
わ
て
な
い
／リ

オ
ネ
ル
・
パ
イ
エ
ス

こ
ど
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
聞
／
世
界
文
化
社

シ
ナ
モ
ン
の
お
や
す
み
日
記
／
小
手
鞠
る
い

な
ぞ
な
ぞ
は
じ
ま
る
よ
／
お
お
な
り
修
司

ね
こ
ど
け
い
／
き
し
だ
え
り
こ

こ
の
あ
と
ど
う
し
ち
ゃ
お
う
／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

助
け
る
と
と
も
に
、
天
降
川
川
筋
直
し
を
は

じ
め
、
藩
内
の
土
木
事
業
の
財
源
と
し
て
も

使
わ
れ
ま
し
た
。

山
ケ
野
金
山
の
発
見

山
ケ
野
金
山
の
発
見
は
、
川
内
川
の
支
流

で
農
夫
が
金
鉱
石
を
発
見
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
お
り
、
久
通
は
す
ぐ
に
光
久
に
報

告
し
、
金
山
の
探
索
に
当
た
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
寛
永
十
七
（
一
六
四
〇
）
年

三
月
に
、
永
野
の
夢
想
谷
か
ら
露
出
し
て
い

る
金
塊
を
発
見
し
ま
し
た
。そ
の
金
塊
は『
あ

た
か
も
赤
牛
の
伏
せ
た
る
が
如
く
（
赤
牛
が

伏
せ
て
い
る
ぐ
ら
い
固
ま
っ
て
い
る
さ
ま
）』

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
の
採
掘
許
可

が
下
り
た
翌
年
か
ら
の
三
年
間
で
約
二
六
㌧

も
の
金
を
産
出
し
た
た
め
、
幕
府
か
ら
採
掘

中
止
の
命
令
が
出
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

十
三
年
後
の
明め

い

暦れ
き

二
（
一
六
五
六
）
年
に

金
の
採
掘
は
許
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
の
閉

山
ま
で
の
二
九
九
年
間
で
金
の
総
産
出
量
は

八
〇
㌧
に
も
上
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
江
戸
幕

府
直
轄
領
で
あ
っ
た
佐
渡
金
山
を
し
の
ぐ
ほ

ど
の
量
で
し
た
。

こ
の
豊
富
な
金
と
採
掘
で
培
わ
れ
た
坑
道

の
掘
削
技
術
は
、
天
降
川
の
川
筋
直
し
を
行

う
上
で
、
資
金
と
技
術
の
両
面
で
大
い
に
役

立
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は
川
筋
直
し
の
工
事
の
様
子
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

九
（
一
六
〇
四
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
寛か

ん

永え
い

二
〇
（
一
六
四
三
）
年
に
宮
之
城
領
主
と

な
り
、
正

し
ょ
う

保ほ
う

二
（
一
六
四
五
）
年
に
薩
摩
藩

主
島
津
光
久
の
家
老
職
に
就
い
て
、
新
田
の

開
発
や
杉
の
造
林
、
紙
す
き
の
奨
励
、
茶
の

栽
培
を
手
掛
け
る
な
ど
、
藩
の
財
政
再
建
に

努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
久
通
は
武
術
や
馬
術
に
も
優
れ
、

歴
史
の
研
究
や
史
料
の
編
さ
ん
に
も
携
わ
り
、

島
津
家
の
史
料
で
あ
る
『
島
津
世よ

録ろ
く

記き

』
や

『
征せ

い

韓か
ん

録ろ
ん

』
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
領
内
に
あ
っ
た
２注

山
ケ
野
・
永

野
で
金
山
が
発
見
さ
れ
る
と
、
陣
頭
に
立
っ

て
金
の
産
出
に
携
わ
り
ま
し
た
。
産
出
し
た

多
量
の
金
は
、
疲ひ

弊へ
い

し
た
薩
摩
藩
の
財
政
を

を
固
辞
し
ま
し
た
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
久
通
は
岸き
し

良ら

勘か
ん

左ざ

衛え

門も
ん

兼か
ね

全よ
し

を
普ふ

請し
ん

奉
行
に
、
翌
年
に
は
大お

お

山や
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

右う

衛え

門も
ん

広ひ
ろ

綱つ
な

を
副
奉
行
に
命
じ
て
、
光
久
と
工
事
に
当

た
り
ま
し
た
。

光
久
が
こ
の
難
工
事
を
あ
え
て
久
通
に
命

じ
た
の
は
、
久
通
が
土
木
工
事
に
長た

け
て
お

り
、
新
田
開
発
で
多
く
の
実
績
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

島
津
久
通
と
は

島
津
久
通
は
、
島
津
家
中ち

ゅ
う

興こ
う

の
祖
と
い
わ

れ
た
第
十
五
代
島
津
家
当
主
島
津
貴た

か

久ひ
さ

の

弟
・
島
津
尚な

お

久ひ
さ

を
初
代
と
す
る
宮
之
城
島
津

家
三
代
目
の
島
津
久
元
の
嫡
男
と
し
て
慶け

い

長ち
ょ
う

今
年
は
、
国
分
平
野
を
斜
め
に
分
断
す
る

よ
う
に
流
れ
て
い
た
天
降
川
が
寛か

ん

文ぶ
ん

六
（
一

六
六
六
）年
、現
在
の
よ
う
な
川
筋
に
変
わ
っ

て
三
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
川
筋
直

し
の
発
端
と
横
川
地
区
に
あ
る
山
ケ
野
金
山

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

藩
主
島
津
光
久
の
決
断

薩
摩
藩
第
二
代
藩
主
島
津
光み

つ

久ひ
さ

は
、
寛
文

元
（
一
六
六
一
）
年
三
月
、
参
勤
交
代
で
国

分
小こ

村む
ら

（
現
広
瀬
）
に
宿
泊
し
た
際
、「
大

雨
に
よ
っ
て
天
降
川
が
た
び
た
び
氾は

ん

濫ら
ん

し
、

家
や
田
畑
を
押
し
流
す
た
め
、
甚
大
な
被
害

を
被
っ
て
い
る
」
と
、
住
民
か
ら
地
域
の
実

情
を
聞
き
ま
し
た
。

光
久
は
、
国
分
の

１注

地じ

頭と
う

で
あ
っ
た
喜き

入い
り

休き
ゅ
う

右う

衛え

門も
ん

久ひ
さ

守も
り

を
呼
び
、
宮
之
城
島
津
家
の

第
四
代
当
主
島
津
久ひ

さ

通み
ち

に
次
の
よ
う
に
指
示

し
ま
し
た
。

①�

大お
お

野の

原ば
る

台
地
を
掘
り
、
川
筋
を
直
す
こ
と
。

②�

府
中
の
台
地
を
掘
り
、
手て

籠ご

川か
わ

と
天
降
川

を
合
流
さ
せ
る
こ
と
。

③�

旧
河
川
へ
の
水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
堤

防
を
築
く
こ
と
。

久
通
は
、
地
盤
が
軟
弱
で
水
量
も
多
く
難

工
事
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
命
令

注１：薩摩藩の地方行政区である外
と

城
じょう

の責任者　 注２：金山は山ケ野・永野の領域から産出したが、ここでは山ケ野金山で統一した。

川
筋
直
し
と

山
ケ
野
金
山

３※

天あ
も
り降
川が

わ

川
筋
直
し
三
五
〇
年
記
念

山ケ野金山の様子「三国名勝図会」

天
降
川
の
姿 

そ
の
❸

←

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
お
す
す
め
の
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
と
変
更
点

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

書
な
ど
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
め
て
い
る
人
に
は
６
月
に
、

年
金
引
き
落
と
し
で
納
め
て
い
る

人
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
、
平

成
28
年
度
に
は
主
に
次
の
よ
う
な

変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減

の
拡
充
＝
５
割
・
２
割
軽
減
の

対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定

所
得
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
よ
り

多
く
の
世
帯
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝
�

課
税
限
度
額
の
見
直
し
＝
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
、

現
行
の
85
万
円
か
ら
89
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８
４
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

戦
没
者
の
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

⃝
�

対
象
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
時

点
で
、
戦
没
者
な
ど
の
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
年
金

給
付
を
受
け
る
権
利
者
が
い
な

い
遺
族
の
う
ち
、
１
人
。

※�「
遺
族
」と
は
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
に
す
で
に
生
ま
れ
て

い
た
遺
族（
子
は
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
）

で
、
三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ

ま
す
。

⃝
�

支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
。

⃝
�

請
求
期
限
＝
平
成
30
年
４
月
２

日
（
期
限
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔

慰
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

◎�
�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
・

木
造
住
宅
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
へ
補
助
金

■
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

所
有
す
る
建
物
に
吹
き
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
建
築
物
の
所
有
者
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

⃝
�

条
件
＝
平
成
18
年
９
月
30
日
以

前
に
建
築
（
竣
工
）
さ
れ
た
建

築
物
で
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ど
が
施
工
さ
れ
て
い
る
恐

れ
が
あ
る
建
築
物
の
調
査
を
分

析
機
関
に
委
託
し
、
平
成
29
年

３
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ

と
。

⃝
�

補
助
金
＝
費
用
の
全
額
（
限
度

額
25
万
円
）

⃝
�

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
■�

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修

所
得
税
・
固
定
資
産
税
の
優
遇

措
置
の
あ
る
補
助
制
度
で
す
。

⃝
�

対
象
＝
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

た
木
造
住
宅
の
居
住
者
か
所
有

者
（
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

人
）

⃝
�

条
件
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
・
着
工
さ
れ
た
地
上

３
階
建
て
ま
で
の
専
用
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅
（
床
面
積
の
半

分
以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ
る

こ
と
）
で
、
居
住
者
が
い
て
平

成
28
年
12
月
末
日
ま
で
に
完
了

す
る
こ
と
。

⃝
�

補
助
金

◦�

耐
震
診
断
＝
費
用
の
３
分
の
２

の
額
（
限
度
額
６
万
円
）

◦�

耐
震
改
修
＝
費
用
の
１
０
０
分

の
23
の
額
（
限
度
額
30
万
円
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
30
日（
木
）

◎�

�問
＝
建
築
指
導
課
☎（
64
）０
９

５
４

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免

災
害
で
損
害
を
受
け
た
り
、
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

申
請
す
る
と
免
除
や
減
免
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

主
な
要
件

①�

災
害
に
よ
り
受
け
た
損
害
の
額

（
補
て
ん
金
を
差
し
引
い
た
額
）

が
住
宅
ま
た
は
家
財
の
価
格
の

10
分
の
３
以
上
で
、
前
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以

下
の
人

②�

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶

助
を
受
け
て
い
る
人

③�

②
と
同
程
度
の
収
入
額
と
認
め

ら
れ
る
人

④�

廃
業
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り
、

当
該
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
10

分
の
５
以
下
に
減
少
す
る
と
認

め
ら
れ
る
人
で
、
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以

下
の
人

※�

国
民
健
康
保
険
税
の
合
計
所
得

金
額
は
、
世
帯
主
お
よ
び
世
帯

の
被
保
険
者
の
合
計
所
得
金
額

の
合
算
額
と
な
り
ま
す
。

⃝
�

手
続
き
方
法
＝
申
請
書
、
理
由

を
証
明
す
る
書
類
（
生
活
保
護

受
給
証
明
書
、
罹り

災さ
い

証
明
書
な

ど
）
を
提
出
。

⃝
�

提
出
期
限
＝
事
由
発
生
後
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
災

害
に
つ
い
て
は
災
害
を
受
け
た

日
か
ら
60
日
以
内
）

※�

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

が
な
け
れ
ば
次
回
納
期
分
か
ら

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

※�

納
付
済
み
の
期
は
減
免
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎�

�問・�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８

８
４
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
「
慣
れ
」が
農
作
業
事
故
を

引
き
起
こ
し
ま
す

毎
年
農
作
業
の
繁
忙
期
は
農
作

業
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
慣
れ
た
作
業　

慣
れ

た
心
に　

潜
む
事
故
」
～
安
全
確

認
を
徹
底
し
よ
う
！
～
を
心
に
留

め
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

出
掛
け
る
際
は
家
族
な
ど
に
一

声
掛
け
、
携
帯
電
話
が
あ
る
人

は
持
っ
て
出
る
。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

中
高
校
生
／
１
１
０
円
、
幼
児

／
無
料
（
た
だ
し
、
保
護
者
同

伴
）

※�

水
泳
指
導
や
カ
ヌ
ー
教
室
も
開

催
し
ま
す
。
カ
ヌ
ー
教
室
は
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
牧
園
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
78
）３
７
７
０

野
焼
き
は
迷
惑
行
為
で
す

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
屋
外
で

焼
却
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

風
に
よ
り
臭
い
が
洗
濯
物
に
付

い
た
り
、
窓
を
開
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
な
ど
周
囲
に
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
が
あ
り
、
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
十
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
野
焼
き
が
認
め
ら
れ
る
例
】

◦�

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
ず
行
う
焼
却

◦�

た
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼

却
◦�

鬼
火
た
き
な
ど
の
風
俗
習
慣
上
、

宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
焼
却

◦�

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た

時
〜
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

◎�
�問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎（
45
）

１
８
３
６募

　
集

錦
江
湾

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

錦
江
湾
の
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
市
内
３
か
所
の
海
岸
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。（
小
雨
決
行
・

荒
天
中
止
）

⃝
�

日
時
／
場
所

◦�

７
月
２
日（
土
）午
前
６
時
30
分

～
８
時
／
国
分
下
井
海
岸

◦�

７
月
３
日（
日
）午
前
８
時
～
10

時
／
小
浜
海
岸

◦�

７
月
18
日（
月
・
祝
）午
前
７
時

～
９
時
／
福
山
港
周
辺
海
岸

※�

作
業
用
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋

は
当
日
配
り
ま
す
。

※�

参
加
は
個
人
、
団
体
を
問
い
ま

せ
ん
。
団
体
は
事
前
に
電
話
な

ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
企
画
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

◦�

作
業
に
合
っ
た
服
装
や
防
護
服

を
着
用
す
る
。

◦�

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
、

機
械
の
清
掃
や
整
備
点
検
を
行

う
。

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
８

８
２

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

被
害
で
お
困
り
の
人
へ

農
産
・
林
産
物
を
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
な
ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る

た
め
の
電
気
柵
や
、
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
に
掛
か
る
費
用
を
国
が
補
助

し
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
平
成
29
年
度
以
降
に
設

置
す
る
電
気
柵
、
被
害
防
止
柵

（
ネ
ッ
ト
、
金
網
な
ど
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
被
害
が
分
か
る
写

真
を
添
え
て
農
家
３
人
以
上
で

申
請

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
９

１
０
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
99
団

体
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
を
合
言

葉
に
、
子
供
た
ち
の
登
下
校
の
見

守
り
活
動
や
、
公
園
や
広
場
な
ど

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
き
は
、

事
故
や
け
が
の
な
い
よ
う
に
、
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◦�

危
険
な
こ
と
は
し
な
い

不
審
者
が
逃
走
し
て
も
無
理
な

追
跡
は
せ
ず
、
警
察
へ
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

◦�

交
通
事
故
や
交
通
違
反
に
注
意

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

◦�

秘
密
を
守
る

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
中
に
知
り
得

た
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
秘

密
を
人
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
交
通
防
犯
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
７

牧
園
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

⃝
�

日
時
＝
７
月
１
日（
金
）～
９
月

30
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
７
月
20
日
～
８
月
31
日
は

午
後
９
時
ま
で
）

※�

正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
。
毎

週
水
曜
日
は
休
み
。

⃝
�

料
金
＝
大
人
／
２
１
０
円
、
小

は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
０

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
本
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
意
識
を

カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」
で
す
。

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、

男
性
も
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

１
４

自
衛
官
募
集
説
明
会
開
催

自
衛
官
の
各
種
採
用
種
目
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
自
衛
官
の
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
準
備
し
て
ま

す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
２
日（
土
）午
前
10
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i
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r
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o
n

※�

募
集
要
項
、
公
募
説
明
会
な
ど

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎�

�問
＝
行
政
改
革
推
進
課
☎（
64
）

０
９
５
２

第
５
回
家
族
介
護
者
交
流
会

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」

家
庭
で
楽
し
ん
で
作
れ
る
介
護

食
の
実
演
や
、
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
同
士
で
、
介
護
に
関

す
る
悩
み
や
喜
び
な
ど
を
語
り
合

え
る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
で
、

介
護
が
必
要
な
人
も
一
緒
に
参
加

で
き
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
９
日（
土
）午
前
10

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
（
１

講
座
１
枚
）
に
講
座
番
号
、
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

◎�

�問
・�申
＝
メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９

サ
ン
・
あ
も
り
健
康
講
座

■
た
の
し
い
テ
ニ
ス

テ
ニ
ス
初
心
者
や
基
本
を
見
直

し
た
い
人
の
た
め
に
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
５
日
～
８
月
30
日

（
全
て
火
曜
・
全
８
回
）
午
前

10
時
～
正
午

⃝
�

講
師
＝
森
園
哲
義
さ
ん
、
宮
園

久
和
さ
ん（
県
テ
ニ
ス
協
会
会
員
）

⃝
�

準
備
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

骨
盤
ま
わ
り
の
筋
肉
を
動
か
す

簡
単
な
体
操
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
４
日
～
９
月
５
日

（
全
て
月
曜
・
全
８
回
）
午
前

⃝
�

場
所
＝
隼
人
図
書
館
２
階

⃝
�

講
師
＝
有
馬
英ひ

で

子こ

さ
ん
（
図
書�

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぎ
ん
な
ん
代
表
）

■�

夏
休
み
企
画「
か
が
く
あ
そ
び
」�

じ
し
ゃ
く
で
ま
わ
る
お
も
ち
ゃ

を
つ
く
ろ
う

⃝
�

日
時
＝
７
月
25
日（
月
）、
26
日

（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
隼
人
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

講
師
＝
は
た
か
な
こ
さ
ん
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

⃝
�

対
象
＝
小
学
１
・
２
年
生

⃝
�

定
員
＝
各
学
年
先
着
20
人

⃝
�

受
付
＝
７
月
１
日
（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
隼
人
図
書
館
☎（
43
）

７
５
７
４

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
公
の

施
設
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

す
る
、法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体（
個

人
を
除
く
）
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

募
集
施
設
＝
牧
園
・
横
川
地
区

し
尿
処
理
場
、
丸
岡
公
園
、
丸

岡
会
館
、
横
川
勤
労
者
技
術
研

修
館
、
森
林
活
用
環
境
施
設
、

横
川
体
験
農
園
、
横
川
農
業
交

流
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
緑
の
村

⃝
�

受
付
期
間
＝
７
月
１
日（
金
）～

29
日（
金
）

時
～
午
後
０
時
30
分
（
受
付
＝

午
前
９
時
30
分
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

定
員
＝
先
着
54
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
７
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
48
）７
９
７
９

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

■
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

⃝
�

日
時=

７
月
27
日（
水
）午
前

９
時
～
正
午

⃝
�

準
備
＝
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

⃝
�

定
員
＝
先
着
親
子
15
組

国
際
交
流
員
と

交
流
し
ま
し
ょ
う

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
15
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
前
日
ま
で
に

必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

９
時
50
分
～
10
時
50
分

⃝
�

講
師
＝
反た

ん

田だ

裕ひ
ろ

子こ

さ
ん

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
�

受
講
料
＝
３
５
０
０
円

■
太
極
拳

体
の
芯
か
ら
癒
や
さ
れ
る
優
し

い
太
極
拳
講
座
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
８
日
～
９
月
30
日

（
全
て
金
曜
・
全
10
回
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

⃝
�

講
師
＝
馬
場
照
代
さ
ん
（
太
極

拳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

⃝
�

準
備
＝
動
き
や
す
い
服
装
、タ
オ

ル
、飲
み
物
、室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

⃝
�

受
付
＝
６
月
８
日（
水
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

隼
人
図
書
館
情
報

■�

講
座「
鹿
児
島
の
昔
話
に
つ
い
て
」

⃝
�

日
時
＝
７
月
８
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

相
談
、
土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、

建
物
の
滅
失
、
登
記
に
関
す
る
相

談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
24
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
－
２
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
22
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

☎
０
９
９（
２
５
９
）０
６
８
２

難
病
巡
回
相
談

地
域
で
生
活
す
る
難
病
の
患
者

や
そ
の
家
族
な
ど
の
療
養
、
生
活

上
で
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
ま

せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
20
日（
月
）午
後
１

時
～
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
菱
刈
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
ご
し
館
（
伊
佐
市
菱

刈
前
目
７
１
１
－
１
）

⃝
�

講
話
＝
神
経
難
病
と
の
付
き
合

い
方
と
在
宅
医
療

⃝
�

講
師
＝
橋
口
昭あ

き

大ひ
ろ

さ
ん
（
鹿
児

島
大
学
病
院
神
経
内
科
）

⃝
�

対
象
＝
大
口
・
姶
良
保
健
所
管

内
の
神
経
難
病
患
者
と
家
族
、

関
係
者

◎�

�問
＝
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９（
２
１
８
）３
１

３
３

⃝
�

受
講
料
＝
１
組
２
１
６
０
円

（
材
料
費
込
み
）

※�

１
人
追
加
ご
と
に
８
６
０
円
増

し
。

⃝
�

受
付
＝
６
月
８
日（
水
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

郷
土
館
め
ぐ
り

「
鹿
児
島
神
宮
の
歴
史
」

平
成
25
年
10
月
に
国
指
定
史
跡

と
な
っ
た
「
大
隅
正
八
幡
宮
境
内

及
び
社
家
跡
」
に
つ
い
て
の
講
義

や
隼
人
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
資

料
の
解
説
な
ど
を
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
31
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資
料
館

⃝
�

定
員
＝
40
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
15
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
文
化
振
興
課
文
化
財

グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
９

緩
和
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

⃝
�

日
時
＝
６
月
25
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
開
場
＝

午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

講
演
＝
い
の
ち
を
さ
さ
え
、
い

の
ち
を
つ
な
ぐ

⃝
�

講
師
＝
花は

な

戸と

貴た
か

司し

さ
ん
（
東
近

江
市
永
源
寺
診
療
所
所
長
）

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎�

�問・�申
＝
南
九
州
病
院
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
62
）３
６

７
７

相
　
談

相
続
問
題
な
ど
の

休
日
無
料
相
談
会

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
が
空
き
家
や
空
き

地
な
ど
の
相
続
、
遺
産
分
割
協
議
、

贈
与
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す
る

講座名 内　　　　容 日　　時 場　所 対象 参加料 申 込 期 限

English
Hour

自分に合ったレベルで、楽しく英語で会
話します。※参加は１人１つのレベルに
限ります。

初級　7/ 4（月）18：00 ～ 19：00
中級　7/ 4（月）19：10 ～ 20：10
上級　7/11（月）18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室

市
　
　
民

無料
初級：6/30（木）
中級：6/30（木）
上級：7/ 7（木）

韓国カル
チャー体験

韓国で人気がある夏の冷たい伝統茶を
試飲して、その味や香りを楽しみます。

7/ 6（水）
14：30 ～ 16：00

国分公民館
調理講義室 200円 6/30（木）

英語で
ティータイム

英語で話をしながら、ティータイムを過
ごします。※参加は英語初級レベル以上
の人に限ります。

7/13（水）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室 無料 7/12（火）

中国語教室 中国の観光地で使用する言葉や表現を
学びながら、楽しく交流します。

7/14（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
小研修室 無料 7/12（火）

韓国語教室 韓国に伝わる七夕の昔話をハングル動
画で鑑賞します。

7/14（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 7/12（火）

講座
番号 講　座　名 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

32 仕事に役立つワード
ステップアップ講座

7/5（火）、6（水）
18：30 ～ 20：30

メディア
センター 20人 500円 6/21

（火）

21 はじめての
デジタルカメラ入門講座

7/7（木）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 10人 500円 6/23

（木）

52 パソコン出前講座
（霧島地区）

7/8（金）
13：30 ～ 16：30

霧島
総合支所 10人 500円 6/24

（金）

9 エクセル2010
入門コース

7/12（火）、13（水）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/28

（火）

10 エクセル2010
ステップアップコース

7/14（木）、15（金）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/28

（火）

◦�入場料＝1,000円（大人、子ども共通）※当日は200
円増し

◦販売所＝霧島市役所1階売店、霧島市民会館ほか
※託児所はありません。（４歳未満入場不可）
※�きりしま創造舞台サポート会の協力で、市内の小中高
校生800人を招待。詳しくはチラシおよびきりしま創
造舞台のホームページをご覧ください。

問＝霧島演劇祭ミュージカル公演実行委員会
【地蔵原】☎090（9728）0706

宇
宙
に
願
い
を

～
沙
羅
と
星
た
ち
の
物
語
～

霧
島
演
劇
祭　

市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

そ
ら

8 7㊐

霧島市民会館

◦日時（２回公演）

◦場所

【昼公演】】（花組）　
午後１時開場
午後１時30分開演
【夜公演】（星組）
午後６時開場
午後６時30分開演

霧島市に住む少女沙
さ

羅
ら

は、自然災害により両親を
亡くし生きる気力を見いだせないでいた。そんなある
日、宇宙からの訪問者が現れる。彼女の優しさに感
動した訪問者から大きなプレゼントを受け取った沙羅
は、思いもかけない行動に出る。
少女に託された地球の未来、必死に生きていく少
女沙羅をあなたも宇宙の一員として応援しませんか？

２
０
１
６
公
演
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

熊
本
は
私
の
故
郷
。
地
震
後
、

家
族
や
親
戚
、
友
人
の
安

否
を
確
認
す
る
ま
で
は
生
き
た
心

地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
家
の
母

は
あ
ま
り
の
恐
怖
に
放
心
状
態
に

な
り
、
父
に
介
抱
さ
れ
な
が
ら
外
へ

避
難
し
た
そ
う
で
す
。
実
家
は
多

少
の
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
耐
え

て
く
れ
ま
し
た
。
叔
父
の
家
は
震

度
７
が
直
撃
。
倒
壊
は
免
れ
た
も

の
の
、
家
の
中
も
外
も
ひ
ど
い
状
況

で
し
た
。
建
物
被
害
や
心
的
被
害

な
ど
人
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
。
変
わ

り
果
て
た
熊
本
に
何
も
か
も
が
悲

し
く
て
涙
が
出
ま
す
。
今
、
熊
本

県
民
は
あ
の
熊
本
城
の
よ
う
に
傷

付
き
な
が
ら
も
何
と
か
踏
ん
張
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
霧
島
市
や

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
は
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
大

好
き
な
熊
本
が
元
気
を
取
り
戻
す

そ
の
日
ま
で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
負

け
ん
ば
い
熊
本
。
が
ま
だ
せ
熊
本
。

（
り
り
ら
ら
44
歳
女
性
）

●

阿
蘇
大
橋
は
私
が
実
家
に
帰

る
と
き
に
通
っ
て
い
た
大
切

な
橋
。
崩
落
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
涙
が
こ
ぼ
れ
ま

し
た
。
実
家
も
瓦
な
ど
が
落
ち
ま

し
た
が
、
け
が
人
も
な
く
家
族
の

無
事
を
確
認
し
た
時
は
と
て
も
安

心
し
ま
し
た
。
で
も
、
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
る
被
害
の
状
況
に
「
自
分

の
故
郷
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
」
と
い
う
不
安
と
悲
し
み
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
阿

蘇
の
山
々
の
緑
は
例
え
よ
う
の
な
い

美
し
さ
で
す
。
時
間
は
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
つ
も
の
景
色
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。（
く
ま
も
ん
大
好
き
34
歳
女
性
）

●

熊
本
地
震
で
学
ん
だ
こ
と
。

そ
れ
は
災
害
は
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。
霧
島
で
同
じ
よ
う
な
地

震
が
発
生
し
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
防
災
グ
ッ
ズ
の
中

身
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ
や
ご
み
袋
を
追
加
し
た

り
、
家
具
の
転
倒
や
蛍
光
灯
の
落

下
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
取

り
付
け
た
り
し
ま
し
た
。
家
の
中

や
庭
、
駐
車
場
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
も
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
満
天
59
歳
男
性
）

●

地
震
が
起
き
た
後
、
転
入
時

に
市
役
所
の
窓
口
で
い
た

だ
い
た「
霧
島
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」

を
見
て
み
ま
し
た
。
防
災
対
策
の

チ
ェ
ッ
ク
事
項
や
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
な
ど
防
災
に
役
立
つ
情
報

が
分
か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
常
日
頃
の
心
掛
け
が
大

切
で
す
ね
。
早
速
、
非
常
持
ち
出

し
品
を
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
霧

島
市
の
住
人
）

●

こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
霧
島
市
で

は
最
初
の
地
震
が
発
生
し
た
翌
日

に
給
水
車
を
派
遣
し
、
そ
の
後
、

消
防
局
や
市
職
員
、
医
師
会
医
療

セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
を

派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た

大島千世子さん（福山）

⃝ �日時＝７月23日（土）正午〜午後９時
⃝ �場所＝姶良市総合運動公園（平松2392）
⃝ �内容＝姶良地区の夏を彩る“あいら夏
祭り”。ゲストはロックバンド“氣志團”。

＝姶良市商工会  ☎（65）2211

⃝ �日時＝７月８日（金）午後７時30分から
９日（土）午後６時45分から

⃝ �場所＝神
かん

柱
ばしら

宮
ぐう

周辺（前田町1417-1）

＝�おかげ祭り振興会 ☎0986（21）4835

あいら夏祭り 都城六月灯おかげ祭り姶良市 都城市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2016.6

Readers
Voice

支
援
物
資
を
避
難
所
に
お
届
け
し

ま
し
た
。
市
で
は
６
月
30
日
ま
で

義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課（
☎

64
－
０
９
８
３
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
息
子
の
担
任
の
先

生
は
、
岐
阜
県
か
ら
相
互

派
遣
で
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
息
子

は
岐
阜
県
の
い
い
と
こ
ろ
や
方
言

な
ど
を
覚
え
て
き
て
「
大
人
に
な
っ

た
ら
先
生
の
住
ん
で
い
る
岐
阜
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

先
生
を
慕
う
真
っ
す
ぐ
な
姿
に
親

の
私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
先
生
も
今
年
度
で
岐
阜
県

に
帰
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
寂
し
い

で
す
が
、
他
県
に
目
を
向
け
る
よ

い
機
会
に
な
り
、
先
生
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
期
一
会
の

出
会
い
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
い
ぶ

む
あ
29
歳
女
性
）●

薩
摩
藩
が
行
っ
た
岐
阜
県
の
木

曽
川
な
ど
の
大
規
模
な
河
川
改
修

の
縁
で
、
鹿
児
島
県
と
岐
阜
県
は

昭
和
46
年
に
姉
妹
盟
約
を
結
び
、

以
来
、
教
員
を
相
互
派
遣
し
て
い

ま
す
。
霧
島
市
で
も
子
ど
も
た
ち

の
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雨
上
が
り
の
あ
る
日
、
九
州

オ
ル
レ
霧
島
妙
見
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。
新
緑
の
中
、
中

津
川
の
流
れ
を
見
な
が
ら
歩
く

コ
ー
ス
は
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
見
慣
れ
た
車
道
か
ら
少
し

入
る
だ
け
で
別
世
界
が
楽
し
め
ま

す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
歩
い

て
ほ
し
い
で
す
。
ゴ
ー
ル
で
温
泉
と

い
う
ご
褒
美
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

（
め
る
37
歳
女
性
）●

コ
ー
ス
は
約
11
㌔
。
所
要
時
間

は
４
～
５
時
間
で
す
。
ガ
イ
ド
も

あ
り
ま
す
よ
。
詳
し
く
は
観
光
協

会（
☎
78
－
２
１
１
５
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
仕
事

に
役
立
つ
ワ
ー
ド
活
用
講

座
」
を
受
講
し
ま
し
た
。
分
か
り
や

す
い
テ
キ
ス
ト
と
丁
寧
な
指
導
で

楽
し
く
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
娘
が
高
校
時
代

に
使
っ
て
い
た
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド

の
教
本
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
講
座

で
い
た
だ
い
た
テ
キ
ス
ト
と
併
せ
て

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
。

梅
雨
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
道
路
の
水
た
ま
り

が
気
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
通
学
路
を
歩
い
た
り
、
自
転
車

で
登
下
校
す
る
時
、
車
が
水
た
ま

り
の
水
を
は
ね
て
子
ど
も
た
ち
が

ぬ
れ
て
い
る
の
で
す
。
道
路
脇
の

草
や
土
で
水
が
は
け
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
側
溝
や
水
路

の
方
に
一
か
所
切
り
込
み
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
水
た
ま
り
が
無
く
な

れ
ば
子
ど
も
た
ち
も
ぬ
れ
ず
に
安

心
し
て
通
学
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
切
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
大
人

も
気
を
掛
け
、
地
域
全
体
で
大
切

に
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（
農

業
お
ば
さ
ん
68
歳
女
性
）

●

道
路
の
両
脇
に
水
が
た
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
掛
け
ま
す
ね
。

お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
車
や
バ
イ
ク
の
方
は
徐
行

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
26
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
間
が
あ
る
と
き
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
何
事
も
始
め
て
み
る
こ
と
が

大
事
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ

ツ
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ・Ｍ
54
歳
女
性
）

●

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
よ

ね
。
何
事
も
挑
戦
で
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

今
年
も
ハ
ナ
ミ
ヅ
キ
の
つ
ぼ

み
が
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

種
子
島
か
ら
異
動
で
霧
島
に
引
っ
越

し
、
家
を
構
え
た
記
念
に
植
え
た

も
の
で
す
。
あ
る
本
に
は
、
こ
の
花

は
日
米
親
交
の
桜
の
お
礼
と
し
て
ア

メ
リ
カ
大
統
領
か
ら
贈
ら
れ
た
花

だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
か

ら
20
年
。
年
月
と
共
に
大
木
と
な

り
ま
し
た
。
薄
紅
色
の
花
が
風
に

揺
れ
る
た
び
に
、
夫
婦
と
も
大
病

を
抱
え
な
が
ら
今
ま
で
何
と
か
頑

張
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。（
ら
な
マ
マ
53
歳
女
性
）

●

大
病
を
共
に
乗
り
越
え
て
来
ら

れ
た
ご
夫
婦
の
絆
。
そ
の
象
徴
が

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
の
で
す
ね
。
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
と
い
う
映
画
や
歌
も
あ
り

⃝ �日時＝７月20日（水）～８月31日（水）
午後７時～９時

⃝ �発着場所＝鹿児島港桜島フェリーター
ミナル（本港新町4-1）

⃝ �前売券＝６月20日（月）から発売
＝�桜島フェリー  ☎099（293）2525

2016桜島納涼観光船鹿児島市
⃝ �日時＝７月18日（月・祝）午前８時30分～
⃝ �場所＝柊

くぬぎ

原
ばる

海岸（垂水南漁港隣）
⃝ �参加料＝１人1,000円
⃝ �申込期限＝６月30日（木）※先着順24組
⃝ �対象年齢＝小学４年以上
＝�垂水市社会教育課 ☎0994（32）7551

第10回錦江湾シーカヤック大会in垂水垂水市
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〈随ずいそう想〉

6PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

鴨池陸上競技場で霧島市出身の新中選手と五領選手を応援しましょう。
鹿児島ユナイテッドFCは鹿児島に関わる全ての方と喜びを分かち合い、鹿児島
県に根差したクラブを目指します。
◦６月18日（土）17：00 ～ ＡＣ長野パルセイロ　◦６月26日（日）17：00 ～ 藤枝ＭＹＦＣ
◦７月16日（土）17：00 ～ 栃木SＣ　◦７月31日（日）17：00 ～ Y.S.C.C横浜

最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
成
果

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

「
広
報
き
り
し
ま
」
が
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
10
年
連
続
一

位
の
特
選
を
受
賞
。
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
の
市
の
部
で
も
入

選
し
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
10
年

連
続
入
選
以
上
と
い
う
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
総
務

大
臣
賞
な
ど
特
別
賞
も
３
回
受

賞
。
こ
の
連
続
受
賞
は
、
編
集

に
当
た
り
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
広
報
編
集
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
、「
読
者
の
声
」
に
お
便

り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
、

広
報
誌
を
配
布
し
て
い
た
だ
く

皆
さ
ま
な
ど
、
ま
さ
に
市
民
総

ぐ
る
み
の
受
賞
で
す
。
全
国
の

自
治
体
か
ら
は
本
市
の
取
り
組

み
を
学
ぼ
う
と
、
こ
の
１
年
だ

け
で
も
講
師
派
遣
や
視
察
受
け

入
れ
が
15
件
も
あ
り
ま
し
た
。

市
が
毎
年
行
う
市
民
意
識
調

査
で
は
、
広
報
誌
を
読
ん
で
い

る
人
の
割
合
は
84
％
の
高
水
準

で
す
。
広
報
誌
の
印
刷
費
は
年

間
約
３
２
０
０
万
円
。
合
併
前

の
旧
市
町
の
経
費
よ
り
も
低
く

抑
え
る
一
方
、
企
業
の
皆
さ
ま

か
ら
こ
の
10
年
間
で
約
４
２
０

０
万
円
も
の
広
告
料
を
い
た
だ

き
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
印
刷

費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
最
小
の
コ
ス
ト

で
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,945人（＋713）
男性／ 61,090人（＋598）
女性／ 65,855人（＋115）
出生 88人／死亡 105人
転入1,585人／転出 840人
◎世帯数／60,309世帯（＋782）

（平成28年５月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

広報誌の編集には「なぜ」が大切。そんなこだわりを持ち続け、10年
連続全国入賞の原動力となったベテラン職員が４月に異動。今や

全国の講師となった彼が抜けたことでどうなるのか。いよいよ正念場。こ
れまでの良き伝統を継承し、さらに愛される広報誌を目指すぞ（上小園）

人の風景」の取材でのこと。新中選手と五領選手になぜ今も霧島
市から鹿児島市のグラウンドまで時間をかけて通っているのか尋

ねたところ、「霧島市が大好きだから」との答えが。「家族もいて温泉など
があるのもいい」という2人に、あらためて地元の良さを感じました（土井）

人と接するのが好きで、楽しみにしていた初めての取材。一眼レフ
カメラでの撮影も思うようにいかない。取材したことを記事にする

のは難しい。そんな中先輩方に教わり、何度も修正されながら書き上げ
た原稿。これからいろんな人とお会いし取材できるのが楽しみ（木原）

テレビもね（ない）、ラジオもね」と青森出身の歌手・吉幾三さんが
歌ってから約30年。今は「何にもね」ことに価値を見いだし都会か

ら地方に移り住む人がいます。無いことを補うときに生まれるのが、新
たな知恵や仕事。私たちがその価値に気付くか問われています（川床）

霧島市ホームページ

◎�お便りをくださった方の中から、鹿児島ユナイテッドFCより７月31日（日）に鴨池陸上競技場で開
催される試合の観戦ぺアチケットを５組の方にプレゼント。応募締め切りは６月20日（月）当日消
印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

霧島神宮の西側にある旧参道の近く
を流れる御手洗川（みたらしがわ）です。 
水草を揺らしながら、とうとうと流れる
清流は、霧島の「涼」の風景にぴった
りです。実はこの川、11月頃から４月頃
まではほとんど枯れていて、５月頃から
大量の水が岩穴から湧き出るという不
思議な川です。霧島七不思議の一つ
にも数えられ、その原因は今も不明で
す。皆さんもぜひ神秘的な霧島の涼
を感じに出掛けてみませんか（川床）

御手洗川、水清く
（霧島田口）

５月14日   午後０時31分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18～135㎜
F3.5-5.6　1/60s　 F4.5　 ISO400

今月の表紙

鹿児島ユナイテッドFC  ☎099（812）6370  鹿児島市鴨池新町39-11 鹿児島ユナイテッド FC 検索と
、「
お
、
お
前
も
い
た
の
か
～
」

と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

移
住
当
初
か
ら
通
う
牧
園
町
麓

の
祝

い
わ
い

橋ば
し

温
泉
で
は
、
顔
見
知
り
に

な
っ
た
人
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
仕

事
の
話
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
で
も
交
流
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
で
き
る
大
切
な
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
働
い
て
い
る
「
も
ん
ぺ
お
ば

さ
ん
」
の
社
長
と
も
そ
こ
で
出
会

い
ま
し
た
。「
郷
土
菓
子
や
み
そ

な
ど
の
加
工
技
術
を
若
い
世
代
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思

い
を
聞
き
、
面
白
そ
う
だ
な
と

思
っ
て
手
伝
い
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
作
る
ふ
く
れ

菓
子
や
あ
く
巻
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
祖
母
や
叔
母
が
送
っ
て
く
れ

た
懐
か
し
い
味
で
す
。
何
よ
り
、

い
っ
た
ん
手
を
止
め
て
み
ん
な
で

お
茶
を
飲
む
時
間
が
、
今
牧
園
に

い
る
と
い
う
実
感
を
し
み
じ
み
と

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

き
っ
と
私
は
、
そ
ん
な
「
素
朴

な
喜
び
」
を
求
め
て
牧
園
に
来
た

の
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
す
。
朝

起
き
て
仕
事
に
行
く
、
手
を
動
か

し
て
誰
か
の
た
め
に
も
の
を
作
る
、

隣
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
お
茶
を
飲
ん

で
笑
う
、
季
節
を
感
じ
る
…
。
こ

こ
に
来
る
前
に
は
、「
ど
こ
か
に

行
か
な
く
て
は
」「
自
分
は
早
く

『
何
か
』
に
な
ら
な
く
て
は
」
と

い
う
焦
り
で
、
普
段
感
じ
る
喜
び

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
今
は
ち
ゃ
ん
と
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
頼

Profile

「素朴さ」求め牧園へ
◎山下  京子

平
成
26
年
の
初
夏
、
生
ま
れ

育
っ
た
京
都
か
ら
、
父
の
故
郷
で

あ
る
牧
園
町
に
一
人
で
移
り
住
ん

で
き
ま
し
た
。

20
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
自
然

に
囲
ま
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
思
い
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な

り
、
幼
少
か
ら
何
度
も
訪
れ
た
牧

園
が
頭
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
「
田
舎
」
の

原
風
景
で
あ
る
祖
父
母
の
家
が
も

う
何
年
も
空
き
家
だ
っ
た
の
で
、

近
く
に
住
む
叔
母
の
協
力
を
も
ら

い
、
霧
島
市
の
移
住
者
向
け
補
助

を
受
け
て
傷
ん
だ
と
こ
ろ
を
修
復
。

そ
こ
で
猫
４
匹
と
、
初
め
て
の
田

舎
暮
ら
し
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

家
の
前
に
は
田
畑
が
あ
り
、
そ

こ
で
野
菜
や
お
米
を
作
っ
て
食
べ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
長
く

使
わ
れ
ず
荒
れ
て
い
ま
し
た
が
、

友
人
や
親
戚
の
助
け
で
だ
ん
だ
ん

と
畑
ら
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
は
、
少
し
ず
つ
野
菜
を
作
り
な

が
ら
、
家
の
周
り
に
生
え
る
野
草

を
見
て
回
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ツ
ク
シ
、ノ
ビ
ル
、ワ
ラ
ビ
、ミ
ョ

ウ
ガ
な
ど
、
知
っ
て
い
る
（
し
か

も
食
べ
ら
れ
る
）
も
の
に
出
会
う

り
な
い
私
を
、
見
守
り
、
声
を
掛

け
て
く
れ
る
牧
園
の
人
た
ち
が
い

る
お
か
げ
で
す
。

そ
ん
な
素
朴
な
生
活
だ
か
ら
、

自
分
の
気
持
ち
に
も
素
直
に
な
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
を「
家

族
」
と
し
て
迎
え
て
く
れ
る
人
た

ち
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
共
に

暮
ら
し
始
め
た
こ
と
で
、
今
ま
で

に
な
か
っ
た
喜
び
や
安
心
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
家
族
や
ま
ち
の

人
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
る
こ

と
で
返
し
て
い
く
、
そ
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
今
、
立
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

家
の
近
く
に
あ
る
一
本
杉
。
霧
島
市
の
自

然
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
悠
然
と
し
た

姿
に
強
い
印
象
を
受
け
た

やました  きょうこ（32）

京都府出身。牧園町出
身の父と京都人の母と
の間に生まれ、京都で
有機農業を学ぶ。現在
は婚約者とその娘２人
と共に暮らす。趣味は
読書とマンドリンを演
奏すること。

鹿児島ユナイテッドFCの観戦ペアチケット
（7/31開催）を５組にプレゼント

�問＝子育て支援課 ☎（64）0991

霧島市では、出産や子育てに関係する支援事業、相談窓口、
保育園・幼稚園や医療機関などの子育て情報を掲載した「霧島
市子育てガイドブック ぐんぐんの木2016」を発行しました。
◦母子手帳の交付時
◦保育園・幼稚園・認定こども園・認可外保育施設を通じて
◦子育て支援センターで
◦�子育て支援課または各総合支所市民福祉課・福山市民サービ
スセンターで

「霧島市子育てガイドブック2016」を
発行しました

ファンクラブ

会員募集中！

←�市ホームページから
もプレゼントの申し
込みができます。

子育てガイドブックや広報きりしまを無料
アプリ「ｉ広報誌」を通じてスマートフォ
ンやタブレットで読むことができます。

配
布
方
法

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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人の風景も
ご覧ください



駐車場150台 駐車場150台 駐車場150台

厚生労働大臣認定  葬祭ディレクター／一級：13名、二級：5名在籍

●京セラ　●ソニーセミコンダクタ　●イオン　●自衛隊  隊友会　●鹿児島県 年金受給者協会
●鹿児島県 職員生活協同組合　●九電九友会 鹿児島県支部　鹿児島県  警友会　他企業団体300社以上

天国葬祭の特約店
《割引特典あり》

年中無休
24時間対

応資料請求は、今すぐお電話で!
わかりやすい家族葬パンフレットをご用意しております。

※絆プランを利用するには、生前入会する必要があります。

【絆プランに含まれている内容】

互助会（他社）の積立金を
ムダにしないご葬儀

互助会はいつでも自由に解約できます。互助会
に入っている方で天国葬祭でのご葬儀を希望さ
れる方は、互助会の解約手数料を天国葬祭が負
担し、葬儀料金から割引させていただきます。
解約の仕方が分からない場合は、当スタッフが
お手伝いいたします。

家族葬・絆＋ 家族葬 絆

46万円50万円
戻るお金 解約手数料

40万円 10万円40万円 100万

天国葬祭が負担

他社の積立金がご利用いただけます。

互助会の積立金で
 ご葬儀が執り行えます。

当社
プラン

互助会
積立金

一切不明な追加料金はありません!

会員
価格
会員
価格

会員登録で

12万5,000円
割引き

安心価格

プラン

駐車場150台

■保険金額は定額で、契約期間に
関係なく死亡保険金が支払われ
ます。
■加入審査も簡単。告知だけの簡
単な手続きで、医師の診察は不
要です。
■80歳10ヶ月までの方がお申込み
できます。

※保険金定額タイプ   50万円保障プラン
　50歳～69歳の方の場合

※「千の風」の契約内容は「商品パンフレット」
　「契約概要・注意喚起情報」「約款」等を
　 必ずお読み下さい。
〈引受保険会社〉ベル少額短期保険株式会社
登録番号　福岡財務支局長（少額短期保険）第1号
ベル少短－資料ー1603ー002

◀
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